
１ 

平成３１年白川町議会第１回定例会会議録（第３日） 

 

１．応招年月日 平成３１年３月８日（金）午前１０時００分 白川町役場 議場 

２．本日の会議に付した事件 

日 程 第 １  会議録署名者の指名 

日 程 第 ２  一般質問 

日 程 第 ３  議第２号 平成３１年度白川町一般会計予算 

        議第３号 平成３１年度白川町国民健康保険特別会計予算 

        議第４号 平成３１年度白川町簡易水道特別会計予算 

        議第５号 平成３１年度白川町地域振興券交付事業特別会計

予算 

        議第６号 平成３１年度白川町介護保険特別会計予算 

        議第７号 平成３１年度白川町後期高齢者医療特別会計予算 

３．出 席 議 員 １番 藤 井 宏 之君、 ２番 佐 伯 好 典君、 ３番 梅田みつよ君、 

４番 服 部 圭 子君、 ５番 今 井 昌 平君、 ６番 嶋 田 有 康君、 

７番 渡 邉 昌 俊君、 ８番 安 江 孝 弘君、 ９番 細 江 茂 樹君 

４．欠 席 議 員 なし（全員出席） 

５．説明のために出席した者の職氏名 

町 長 横 家 敏 昭君、   副 町 長 佐 藤 滋君、 

教 育 長 鈴 村 雅 史君、   総務課長 佐 伯 正 貴君、 

企画課長 安 江 章君、   町民課長 安 江 文 郎君、 

保健福祉課長 田 口 裕 和君、   農林課長 三 宅 正 仁君、 

包括支援専門監 三 尾 三 和 子君、   建設環境課長 藤 井 勝 則君、 

教育課長 藤 井 寿 弘君、   会計管理者 藤 井 充 宏君 

６．職務のために出席した者 

事務局長 杉 山 哉 史君、   書  記 藤井沙弥香君 

書  記 今 井 由 美君 

７．会議の経過 

       （議長 ９番 細江茂樹君） 

○ 議  長  おはようございます。３月に入りまして、本当に暖かい日が続いておったんで

すが、今朝ですね、ちょっと私朝早く起きてみたらですね、ちょっと雪が舞って

いるような状態でしたので、ちょっと違うんじゃないかなと思ったんですが。そ

れから３月の５日の日には、中学校の卒業式がございました。卒業生の皆さんに

は、それぞれの道をしっかり歩んでいただきたいなと思っておりますので、その

ようなことを思いましてですね、簡単ではございますけれどもあいさつに代えさ
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せていただきます。 

直ちに、白川町議会第１回定例会３日目を開会いたします。 

 なお、本日の会議中、ＣＣＮｅｔの中継及び広報担当職員による写真撮影を許

可しております。 

○ 議  長  ただいまの出席議員は全員であります。よって、会議は成立しました。 

○ 議  長  ただいまから本日の会議を開きます。 

◇日程第１ 会議録署名者の指名 

○ 議  長  日程第１「会議録署名者の指名」を行います。 

○ 議  長  会議録署名者は、白川町議会会議規則第１１９条の規定により議長において、

５番 今井昌平君、６番 嶋田有康君を指名します。 

◇日程第２ 一般質問 

○ 議  長  日程第２「一般質問」を行います。 

 今回の定例会には５名の通告がありますので、通告順にこれを許します。 

 なお、一般質問については、申し合わせにより、今までの大項目ごとにまと

めて質問する一括方式と、小項目ごとに質問する一問一答方式の選択制として

おります。一括方式はこれまでどおり、質問回数は、一つの件名ごとに３回ま

で、制限時間は答弁を含め、１時間以内とします。一問一答方式は、質問回数

に制限はなく、制限時間は質問のみで３０分とし、執行部には反問権を認めて

おります。 

        また、再質問の内容は、答弁に対する範囲を超えないことと、通告内容以外の

質問等はしないようお願いします。簡潔明瞭に質問・答弁されるよう申し添え、

円滑なる議会運営にご協力くださるよう、お願い申し上げます。 

○ 議  長  ５番 今井昌平君。 

（５番 今井昌平君） 

○ ５  番  私は有害鳥獣処理対策等について質問いたします。 

農林業の鳥獣被害については、白川町においても年々増加しており、数年前被

害対策実施隊の設置に関する条例等を定め、鳥獣被害対策が実施されていますが、

捕獲したイノシシ、シカなどの処理については、今後早急に対策を考えていかな

ければならないと思います。 

議会においては、平成２７年１１月に福井県若狭町の嶺南地域の有害鳥獣処理

加工施設を視察しました。焼却処理と食肉加工処理を広域６市町村で建設し、平

成２４年４月から稼働している施設です。建設費は約５億９千万円で、運営費は

人件費などで年間２千万円と電気料、燃料費が１，５００万円が必要とのことで

した。 

また昨年１１月に静岡県伊豆市の有害鳥獣処理施設を視察しました。この施設
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は食肉として利用できなかったものを微生物による分解によって処理する方法で、

建設費は４千万円で、国から５５％、県からは１５％の補助があるとのことでご

ざいました。運営費としては月に電気料１０万円、水道料１万円の経費がかかる

そうでございます。 

若狭町、伊豆市の施設もジビエの食肉加工施設に併用して整備されていました。

どちらの施設も周辺の、これは大変臭いがあるということでしたけれども、臭い

による公害は何とかクリアできると思って見て参りました。伊豆市の微生物によ

る分解処理する施設が当町にうまくいけば適合しているかなと思いましたが、捕

獲方法が罠が９割、害獣の場合シカが９割と猪が尐なく、当町と尐し異なるかな

と思いましたが、また鉄砲使用による鉛の影響、獣の種類による処理能力の違い、

分解後の、大変油が溜まるということで、油の処理など克服しなければならない

点が多くありますが、先般定例会で、町長の提案説明で捕獲鳥獣の処理施設につ

いては、捕獲従事者の負担軽減に繋がる施設の設置に向けて、引き続き検討を進

めていると説明がありました。鳥獣駆除の負担軽減のため、近隣市町村と連携も

考慮し、導入を検討するべきだと思います。町としてはどのように考えておられ

るかお尋ねします。 

○ 議  長  質問が終わりました。答弁を求めます。 

農林課長。 

（農林課長 三宅正仁君） 

○ 農林課長  それでは５番 今井議員の有害鳥獣処理対策についてのご質問にお答えをいた

します。 

有害鳥獣の処理対策については、平成２７年第４回定例会において、渡辺議員

から、有害鳥獣の利活用と処分についてご質問をいただき、焼却処理施設、食肉

加工施設ともに、関係機関と連携して白川町鳥獣被害防止対策協議会を中心に調

査・研究を進めることが必要との回答をさせていただいているところです。また、

白川町議会においても、平成２８年度には、福井県嶺南地域有害鳥獣処理・加工

施設、平成３０年度には伊豆市有害鳥獣処理施設・加工施設を視察され、ご心配

をいただいているところです。 

平成２７年第４回定例会後の状況についてですが、平成２９年度には県と役場

農林課、建設環境課で廃棄物処理、焼却炉、ERCM という新技術、カットして焼

却施設へ持ち込む方式についての打ち合わせを行い、建設費やランニングコスト、

設置許可などの面から、一番現実的と考えられる、ささゆりクリーンパークでの

処理を検討していただくこととしましたが、話が進んでいない状況です。こうし

た状況の中、岡山県で微生物による減容化処理施設が稼働をはじめたことから、

平成３０年２月に白川町鳥獣被害防止対策協議会で視察を行い検討しましたが、
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臭いの問題から、さらに検討が必要とされました。その後、伊豆市において、岡

山県と同会社の処理施設の改良型が稼働したことを受け、協議会事務局で、視察

を行い、臭いについては大きく改善され、食肉加工と合わせて有効に活用されて

いることを協議会に報告するとともに、協議会においても、平成３１年２月に、

福井県大野市で平成３０年度から稼働をはじめた、おがくずに含まれる微生物に

よる減容化処理施設の視察を行っています。大野市の施設は、臭いの問題は尐な

いものの、骨まで分解できないため、骨を焼却施設で再度処理する必要があると

いうものでした。微生物による減容化処理施設は、施設設置費用は比較的低価格

であるものの、技術的には発展途上にある状況です。食肉加工処理については、

平成２０年頃から、猟友会を中心に検討していただいていますが、処理過程の課

題への対応や適任者などの問題から難しい状況です。 

隣の下呂市でも、処理施設について検討を進めていましたが、３０ｃｍサイズ

に裁断すれば、一般廃棄物処理施設で焼却することができることから、裁断方法

の改善をする程度で、今後の処理技術の改善状況を見まもる方向とすると聞いて

います。 

本町における農作物の被害面積は、年により差がありますが、平成２７年をピ

ークに減尐傾向にあります。また、イノシシ、シカの有害捕獲・個体数調整事業

による捕獲頭数は３００頭程度です。広域として、東白川村、七宗町合同とした

としても８００頭程度となり、福井県の焼却施設とは比較になりませんし、３町

合わせて伊豆市や下呂市の処理頭数に届く程度です。施設設置費については、国

の補助金が活用できますが、規模、ランニングコストなどについても検討が必要

であり、中でも施設の運営にかかる人材と費用、合わせて設置場所について十分

に検討する必要があると考えています。これまでの視察の状況や、コンサルから

のデータ提供をもとに、白川町鳥獣被害防止対策協議会を中心に、猟友会とも十

分に協議しながら、有害鳥獣処理の方法について検討し、平成３１年度秋頃には、

白川町にあった方法を選択していきたいと考えていますが、豚コレラ状況によっ

ては流動的となることもあります。近隣市町村との連携については、この結果を

踏まえて検討していきたいと考えています。以上、今井議員のご質問に対する答

弁とさせていただきます。 

○ 議  長  再質問ありますか。はい。 

○ ５  番  今、答弁をいただきました。今年の予算書ですけれども、これは予算委員会で

することかもしれませんけれども、鳥獣害対策については２，６８０万円ですか、

県の方からは９，２８６万円、一般会計が６９０万円と予算がついております。

この予算で、２８０万円鳥獣被害防止総合推進事業補助金として計上されており

ますが、これが白川町鳥獣防止対策協議会というもので、研修会とか先進地視察
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とかでこれが計上されると思いますが、近隣町村で今も検討していると言われま

したけれども、どれくらい近隣ではどういう意見があったということもちょっと

聞きたいと思いますし、それから国、県の予算、さっきも言いましたが相当国の

予算、県の予算というか補助というのがあるように見受けますけども、その辺も

どのくらいか、ちょっと研究されたか聞きたいと思います。 

また、今も答弁でありましたように、どうしても加工施設と併用しんと出来な

いようにも思いますけども、その辺大変難しいということで、それも承知してお

りますけども、その辺のところもさっき言われましたが、どのように考えておら

れるかももうちょっと突っ込んで聞きたいと思いますし、それから場所ですけれ

ども、これもどこでも出来るという訳ではございませんので、この辺もある程度

検討して造るよう、準備とか視察とかそういうことも検討されておるか、ちょっ

と細かいことも聞きたいと思います。よろしくお願いします。 

○ 議  長  はい、農林課長。 

○ 農林課長  まず予算の話しからおっしゃられましたので予算の事から話していきたいと思

いますけども、予算についてはあくまでも鳥獣害防止対策協議会の運営に関わる

費用ということになります。二点目の近隣市町村との話ですけれども、近隣市町

村とも声はかけてまいりますけれども、実際には近隣市町村では具体的に話を進

めるとかそういった話は無い状況になります。 

国の補助ですが、今の施設を建てるにあたっての補助は、今までの視察に行

かれた所と同様に５５％が、国から補助を受けられるというものになります。 

加工の方についてですけれども、加工については猟友会の方にということで

今までお話をしてきましたけれども、実際なかなか加工をやっていただける方も

実際いませんでしたし、もう一つは、町内結構広いものですから、今までの処理

までにかかる時間、その辺のところを考えると、大分検討が必要かなというよう

な状況で、猟友会とも何回も相談をしましたけれども、結論が出なかったという

状況になります。あと、設置場所については、これがどんなものを設置するかが

決まってから今後の検討になりますので、現在の時点では具体的にどこといった

ものはない状況です。 

○ 議  長  はい、再質問。 

○ ５  番  はい、分かりました。本当に難しい問題だと思います。簡単に造るとかそうい

うことは出来ないと思いますけれども、やはりこれだけ鳥獣被害があるというこ

とで、人口が減ってもきますし農林業が荒廃してきますけれども、やはり鳥獣害

対策というものは、豚コレラのこともありますけども、いろんなことでやっぱり

早急に対処していかなければならない問題だと思っております。どこに造るかは

具体的にわかりませんが、やはり場所等はもし出来るなら検討をしていかれた方
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が、決まった時にいいかと、そういうことを思っておりますし、近隣市町村、特

に東白川村、七宗町、八百津も近隣ですけども、この辺とやっぱりお互いに何ら

かの方法でこの対策についても検討され、猟友会もどこもございますし、そうい

うことでいろいろ検討されたらいいのかなと思っておりますので、より一層研究

して、私たちもほうぼう視察をして協力したいと思いますけれども、一つその辺

も進めていただいて、結論を出してもらいたいと思います。そういうことで質問

を終ります。 

○ 議  長  答弁いいですか。 

○ ５  番  答弁もらおか。 

○ 副 町 長  本当に鳥獣被害で農家の方は大変困っていらっしゃいまして、猟友会の皆さん

に大変お世話になっておりまして、感謝申し上げます。処理については大変問題

になっておるところでございますが、今、実は豚コレラのことで県も大変なこと

になっておりまして、猪にワクチンをやるという方針を、今日の新聞あたりにも

出ていますが、それをやる方向に動いています。それをもし始めると、捕った猪

を全部、全頭検査しなければいかんというようなそんな話がちらほら出てまして、

もし全頭検査をすると、どこかへ持って行って検査して、検査した物をどこかへ

処理しないかんという事がこれから出てきます。なのでその辺の動向を、どうい

うふうに動くかを見極めてから本当に造るのがいいのか、もし全頭検査をやるん

でしたら県の方に処理施設を造ってもらうというような要望をしていくことも考

えていかないかんと思いますので、今いろいろ三宅農林課長が言いましたように、

豚コレラの状況で尐し流動的になっておるというのはご理解いただきたいと思い

ますので、そういうことを見極めながら今年しっかり猟友会とも視察を重ねなが

ら勉強していきたいというふうに思っております。 

○ ５  番  終わります。 

○ 議  長  ５番 今井昌平君の質問を終わります。 

 次に、１番 藤井宏之君。 

（１番 藤井宏之君）  

○ １  番  ただ今、議長のお許しをいただきましたので、一般質問をさせていただきます。 

 まず１つ目ですが、白川町に住んで良かったと思えるまちづくりの本気度につ

いて質問をします。白川町第五次総合計画及び白川町まち・ひと・しごと創生総

合戦略が来年度で最終年度を迎え、総合計画については次の第六次総合計画策定

に向けて本格的な準備を進めるとのこと、そして創生総合戦略について、国は新

たに事業の目標達成状況等の総点検を経て時期五ヶ年の総合戦略に向けて動き出

すようですので、更なる雇用の創出と人口減尐に尐しでも歯止めをかけるべく白

川町でもこれにあわせて新たな戦略づくりについて総合計画の策定にあわせて進
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めるとお聞きしました。白川町住生活総合計画にあります『白川町に住んで良か

ったと思えるまちづくり』を基本理念とした５つの目標、１: 子育て世帯・高齢

世帯の満足度の向上、２: 空き家対策の推進、３: 若者の移住・定住の促進、４: 

安心して暮らせる町営住宅の供給、５: コンパクトなまちづくりの推進、是非、

実現して頂きたいと思います。 

島根県隠岐の島 海士町は産業、雇用、移住定住で注目されている町ですが、

昨年海士町長を退任された山内町長さんは、退任の挨拶で、職員に向かって「こ

れから大事なことは地域でいかに”人間力”を育み、地域の未来を担う子どもたち

を育てていくか、《物づくり×人づくり＝持続可能な海士町》である」「海士町

が生き残るために、最後に問われるのは本気度だ。皆さんの本気度が未来をつく

る」と言われたと知りました。５つの目標実現も含めて、白川町が生き残るため

にも新たな戦略づくりについて官民一体となって本気度を示さないと実現が難し

いと思います。その点について伺い、具体策があればお聞かせいただきたいと思

います。 

○ 議  長  質問が終わりました。答弁を求めます。 

町長。 

      （町長 横家敏昭君） 

○ 町  長  それでは藤井議員からの質問につきまして、お答えをさせていただきます。 

        藤井議員からは、新たな戦略づくり、計画づくりに臨むにあたっての本気度と

いう言葉で質問をいただきました。これまでも、そして今現在も真摯に本気度を

持ってやっておるというふうに思っておるところでございますけれども、大きな

成果が上がっていないのではないか、まだまだ本気度が足らないのではないかと

いう叱咤激励の言葉として受け止めさせていただいておるところでございます。

町長は無論のことでございますけれども、職員は今いろんな周知だとか、それか

ら場面で、本当に周知として自らの危機感というものを肌で感じるというふうに

思っておりまして、職員としては本気にならざるを得ない状況にあるというふう

に思っておるところでございます。 

        島根県海士町の町長の言葉を引用してのご質問をいただきましたが、海士町の

取り組みは安倍首相が地方創生に取り組む際の、所信表明の中でも引用されて全

国的にも有名な事例であることはご承知のとおりでございますけれども、山内町

長の強いリーダーシップもさることながら、人口２，４００人の町に、新しいこ

とに挑戦したいという人たちが、約４００人が次々と定着し、島の人が気づかな

かった新しい視点でのまちづくりが始まったこと、それに触発された島の人たち

が今ある資源に目を向け始め、共生の中でさまざまなプロジェクトが進められた

ことが成功の大きな要因だと言われています。山内町長は、「地域、コミュニテ
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ィはそこに暮らす人がつくりだすもの、地域に目を向けることで人は育つ」とも

話されております。私が提唱している「宝もの探し」も目的は同じでございまし

て、私の提唱はまだ、正直浸透しているとは言い難い状況でございますけれども、

町の魅力に気づき、磨き上げ、また創り出すことでみんなで町を盛り上げていき

たいという強い思いに変わりはございません。当たり前のことですけども、まち

づくりの主役は町民のみなさんお一人お一人です。私たちも高い本気度で取り組

んで参ります。町民のみなさんも、白川町をこれからどうしていけばいいのか、

それぞれご自身の問題としてとらえ、ぜひ本気で関わっていただきたいものだと

思っております。 

        計画づくりには、新年度から多くの町民のみなさんの参画を促しながら、本格

的に取り組んで参ります。「白川町まち・ひと・しごと創生総合戦略」、「白川

町住生活総合計画」等、さまざまな計画がございますけども、その根幹となる町

の基本構想に着手するということになります。まちづくり人材養成塾で学んでい

ただいた白川担い隊のみなさんにもご協力いただき、参加したい人だけでなく、

参加して欲しい人を巻き込みたいという思いの中で、白川町に愛着を持ち、暮ら

し続けてくださっている方々はもちろんのことですけれども、白川町に移住して

くださった方々、魅力発見塾の塾生のみなさん方など、多くの方の声に耳を傾け、

まずは基本構想の策定を進めて参ります。ただ理想だけ追っておっても進捗はし

ませんですから、できることから今すぐに、失敗というものを覚悟して取り組ん

でまいたいという思いでおります。議員各位の格別のご理解とご協力をお願いい

たしまして、答弁とさせていただきます。 

○ 議  長  答弁が終わりました。再質問。 

 はい。 

○ １  番  ただ今町長から、私もそう思いますけれども、行政だけでこれはできるもので

はございませんので、やはり民間で、住民一体となってやっていかないと実現が

難しいかなというふうに思います。  

        先月なんですけども、東京で移住定住の政策についての勉強会があり、まち・

ひと・しごと創生事業事務局の参事官から移住者の増加を実現している市町村が

現れてきているという紹介を受けました。その中の１つの例としまして、高知県

の梼原町の例ですが、ここの町村は白川町よりも人口が尐なくて、昭和３５年の

ピークの時で９，８５０人、そして平成２８年度ですが３，６００人というふう

な数字になっておるところですが、ここがなぜこうした移住者の増加を実現して

いるのに表れているかという中の一つとして住宅、いわゆる空き家活用について

資料をいただいておりますので、ちょっとこの部分を読まさせていただきます。

空き家の活用と住宅改修建築の支援ということで、移住促進には住環境整備が重
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要との観点から、梼原町ではきめ細かい住宅政策を実施。特に、移住者には、古

民家が人気なため、空き家の水回りを改修し、すぐに入居できる古民家を多数用

意している。地域に貢献できる移住者を町が選べる状況を作っている。具体的に

は、専任の移住定住コーディネーターが空き家情報を受け、町が移住者への貸し

出しを承諾した家主と契約し、定期で借り上げる。最長１２年、無償借り上げ、

固定資産税免除とリフォームを行う。リフォーム事業費は、設計管理費込みで上

限７７０万円とし、国費が２分の１、県費が４分の１、町費が４分の１、国土交

通省の空き家対策総合支援事業補助金を活用しているということです。で、町の

投資額を回収できる額に家賃を設定するということです。移住希望者が現れれば

コーディネーターはすぐ入居できるリフォーム済みの家を案内し、入居選考を経

て町と定期賃貸借契約を締結する。その他、町では住民自身にも住宅建設や増改

築にも各種交付金を交付しているいうことが功を相して、移住者が増えていると

いう一つの例について、この点についてもしコメントいただければ有りがたいで

す。 

○ 議  長  はい、町長。  

○ 町  長  大変素晴らしいご指導をいただきましてありがとうございます。ご承知のとお

り私どものサポートセンターも法人化いたしたわけでございまして、この前黒川

の方々が行かれたという状況の中で、いろんな話も承っております。その明記さ

れた事項のそのモデル事業の中の、特に私が注目しましたのは、国等の補助があ

って、しかもそれがあれば当然安くということと、それから移住されてみえる方

というのは、多分自分の思いの住宅にしたいということなどが当然あるかと思い

ますので、うちのこのサポートセンターもそういった対応が十分できるようなも

のにしていきたいなという思いでおるところでございます。 

        ちょっと話は変わりますけれども、私が２月に東京へ参りました時に、移住交

流のいろんな紹介をする機関が沢山あるんだということを認識したわけです。今

までは有楽町のそこばっかだと思ってたんですが、うちがいつも利用しておりま

す地域活性化センターの中でもそのコーナーが作ってあって、そこは人通りは尐

ないんですけれども、そこでイベントをそれぞれやらしていただいており、しか

も会場料はタダという形の中でイベントをやらせていただけるというのは、そん

な部分もございますので、ただイベントは私どもがそこで計画はできるんですけ

ども、受け入れ態勢をもう尐し充実をしないとイベントをやる意味がないなとい

うことも改めて痛感したわけですので、法人化するＮＰＯ法人に是非ともそうい

ったものができる、対応できるように計上して参りたいというふうに思っており

ます。 

○ 議  長  はい。よろしいですか。 
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○ １  番  質問はしませんが、今町長からありましたが、今度サポートセンターも同じよ

うに空き家を取得してということでなっておりますが、同じような事に一からな

っていくんでありますので、是非空き家対策の一つとして、いろんな移住者の方

が得られる方法というのを構築していただきたいと思うので、よろしくお願いし

ます。 

        次の質問ですが、林業の担い手として地域おこし隊の募集のことについて質問

します。林業の担い手として地域おこし隊を募集することは、林業従事者の後継

者・若手従事者を補う上で、必要不可欠なことと思います。地域おこし隊に限ら

ず、林業従事者の人手不足は白川町の基幹産業でもある林業の衰退にも即及ぼす

影響があるため、深刻な問題であると思います。林業従事者の機械化を促してい

くなど若者が働きやすい環境づくり、若手林業者の育成が近々の課題であります

ので、今後も行政の支援の必要性が出てくるためお願いしたい訳ですが、林業の

担い手としての地域おこし協力隊採用については、任期終了後も引き続き従事者

として留まれるよう雇用を条件として採用していただきたいと思います。この点

について質問いたします。 

○ 議  長  答弁を求めます。農林課長。 

（農林課長 三宅正仁君）  

○ 農林課長  それでは１番 藤井議員の林業の担い手としての地域おこし協力隊員の募集に

ついての質問にお答えをいたします。 

本町の林業従事者の不足については、第４回定例会の一般質問「白川町におけ

る森林環境税の使途について」や２月の議員協議会終了後の「東濃ひのき白川市

場の機械導入に関する勉強会」の中でお示しさせていただいたところです。この

ような状況の中、東濃ひのき白川市場においては、大変意欲的な計画を立ててい

ただいております。また、近年、移住者の中にも林業に興味を持つ方が出てきて

います。今回、林業を志す若者に安定した身分で知識や技術を身につけていただ

くため、地域おこし協力隊制度を活用して募集をかけたところです。地域おこし

協力隊はそもそも白川町での移住生活を前提として募集しており、採用にあたっ

ては、最終面談の段階で、白川町で暮らす意向や将来にわたって林業に携わって

いく意欲をしっかりと確認しながら行っていきたいと考えております。募集は２

月から始めており８月までの予定ですが、現在、２名の方から問い合わせをいた

だいている状況です。 

担い手育成の体制として、東濃ひのき白川市場など賛同する事業体と協力して、

林業の担い手育成、林業従事者の技術・安全意識の向上などの取り組みを推進す

る支援組織を設立することとしています。この支援組織で、指導者の体制の整備

や必要な研修の受講、林業機械の手配などの支援を行うとともに、就業支援や仕
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事の斡旋など総合的な担い手育成を図っていくことを予定しています。このため

地域おこし協力隊員は、この支援組織の指導のもと技術を身につけていただく予

定です。住居等については移住・定住サポートセンターとも連携しながら対応し

ていきたいと考えています。隊員終了後においては、町内林業事業体への就職が

最適と考えていますが、独立などの選択もあり、隊員の希望も確認しながら、定

着につなげていきたいと考えています。以上、藤井議員のご質問に対する答弁と

させていただきます。 

○ 議  長  再質問、はい。 

○ １  番  今現在２名ほどの申し込みがあるというか、来ているということですが、大変

ありがたいことだと思います。できれば、こうした地域おこし協力隊に限らず、

一般の林業にも携わりたいという方々のためにも、是非林業の担い手としてのマ

ニュアルだとか、そういったものを作っていただいて、また人が代わって来ても

すぐそれに取り組めるというような、そんなマニュアル化したようなものを是非

作り上げていただきたいと思います。これは現場サイドのことだと思いますけど

も、どうか現場サイドでそうしたマニュアル化をしていただいて、誰にも分かる

ようなマニュアルを是非作り上げていただいて、これからのそういう従事者の育

成にあたっていただきたいなと思います。その点について質問します。 

○ 議  長  はい、農林課長。 

○ 農林課長  今後に予定をしております支援組織ですね、その中で今の受講の体制ですとか、

指導骨子ですね、どんな研修とかそういうものを含めて、そこの中で育成の方向

等ですね、そういったものを作っていきたいというふうに考えていますので、ま

た今後、その辺りを早急に計画していきたいというふうに考えております。 

○ 議  長  再質問。 

○ １  番  その点については、是非よろしくお願いしたいと思います。 

高知県の四万十町では、積極的にその地域おこし協力隊を活用し、現在２０名

の協力隊が活躍しておられますし、任期中に１１名中７名がもう定住していると

いうことだそうです。白川町でも数名の方が町内におられますけれども、特に林

業とかこうしましたことに関しましては、入れ代わり立ち代わりはなかなか難し

いとは思いますが、できれば白川町で定住して続けていただくというようなこと

を思いながら、新しく来られる地域おこし協力隊の方々にそういった希望を託し

たいと思いますが、そのことについてお聞きしたいと思います。 

○ 議  長  農林課長。 

○ 農林課長  今年から始めるというところもありまして、今後の状況については、今のマニ

ュアルも含めて状況をみながら、改善等もしながら今の話し、特に地域おこし協

力隊も含めて移住者等の問題も含めまして、手伝いができるような形を作ってい
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きたいというふうには考えておりますので、今後その辺も含めてよく検討させて

いただきたいと思っております。 

○ 議  長  では、次の質問。 

○ １  番  次の質問に移ります。 

        小学校の道徳教科化の各学校の現状とその成果、そして今年度始まる中学校の

道徳教科化について質問いたします。道徳の教科化に伴い、文部科学省はこれま

での読み物中心の授業から考え議論させる授業への転換を目指すとし、教科用図

書検定調査委員会は報告書でも、子どもが自ら課題を見つけて、自力で解決する

問題解決型学習や、体験型学習に配慮した教材づくりを強調したとあります。や

はり道徳心は、テキストを使った座学のみで育つものではなく自ら身を持って行

う体験活動と一体となって初めて生まれるのです。教育長は就任以来、体験を重

視した教育行政を推進して来られました。これは平成２７年９月の一般質問をし

た時に述べましたことで、平成１０年度に文部科学省が約１１,０００人の小中

学生を対象に行った子どもの体験活動に関するアンケートによると、道徳の座学

をしなくとも、ある体験を積み重ねることで子供の６０％は道徳心や正義感が身

に着くとの事です。その体験は「お手伝い」です。食器を片づける、ペットの世

話や植物の水やりをやるなどのお手伝いをする子供ほど友達が悪いことをしてい

たらやめさせる、バスや電車で席を譲るといった行動を示すのだそうです。とこ

ろが手伝いをしたことがない子どもは、４%程度しか身につかなかったと言いま

す。この調査結果から多くの教育関係者が「お手伝い」の効果に注目しましたが、

それをどう学校教育の中で展開していけば良いか分からなかったそうです。 

教育長は、白川町の自然、文化、歴史、人々に触れる体験を通して、感動やも

のの見方・考え方が芽生えるような体験を意図的・計画的に仕組んでいく必要が

あると述べられております。先生方教師も体験から子どもに何が育っているのか、

評価しながら次の指導に繋げていけるとのことですので、人間性の涵養の言葉通

り、徐々にものを成長させ、成熟させる未来の子供たちを立派に育て上げていた

だきたいと思います。その人間性の寛容性に繋がるものとして、道徳の教科化に

ついて質問します。これまでの小学校での道徳授業の成果について、また問題点

等あればお願いしたいと思いますが、また今年度から中学校における道徳授業に

ついて教育長の思いをお願いしたいと思います。 

○ 議  長  答弁を求めます。教育長。 

（教育長 鈴村雅史君） 

○ 教 育 長  藤井議員からのご質問、小学校での道徳授業での成果と問題点、中学校の道徳

授業についての思いについて答弁させていただきます。 

まず、道徳教育は学校の全教育活動を通じて行うものとされており、道徳の授 
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業はもちろん、国語、算数・数学などの教科の授業、児童・生徒会活動や総合

学習の授業、そして掃除や給食などの日常活動、さらに私が申しています体験

活動においても道徳的な視点をもって進めることが重要です。このたびのご質

問は道徳の授業の教科化「特別の教科 道徳」、そして一般に「道徳科」と呼

ばれるようになってきた道徳の授業についてのご質問と捉えています。 

まず、道徳科でどんな内容を扱っているかと言いますと、それは以前と変化あ

りません。内容項目は大きく４項目に分かれ、さらに項目ごとに細かく内容が決

められています。Ａ「主として自分自身に関すること」として、自主・自立・自

由と責任、節度・節制、向上心・個性の伸長などがあります。Ｂ「主として人と

の関わりに関すること」として、思いやり・感謝、礼儀、友情・信頼などがあり

ます。Ｃ「主として集団や社会との関わりに関すること」として、遵法精神・公

徳心、公正・公平・社会正義などがあります。Ｄ「主として生命や自然・崇高な

ものとの関わりに関すること」として、生命の尊さ、自然愛護などがあります。

議員の例にあります「お手伝い」はＣの中の、勤労とか、家族愛・家庭生活の充

実という内容と関連が強いと思います。 

さて、本年度からの小学校の道徳、来年度からの中学校の道徳は「道徳科」と

なります。道徳科になって大きく変わるのは、検定教科書を使うこと、そして子

どもたちを評価するという点です。これまで道徳に検定教科書はありませんでし

た。また、道徳の授業から子どもを評価し、それを通知表に文章で記述するとい

うことはありませんでしたのでこれは大きな変化です。小学校でもまだ１年が経

過していないため、際だった成果について報告できませんが、改訂の趣旨に則り、

週１時間の道徳の授業が確実に実施されていると言えます。検定教科書の使用と

評価をするという改訂が確実な実施と関連があるのではないかと考えます。 

        道徳科の授業は、導入、展開、終末となっており、基本的な授業展開には変化

はありません。ただし、展開の段階では以前に増して子どもたちが討議したりす

る活動を増やしたり、動作化や役割演技などを行い、話合いばかりに終始しない

工夫をすることとなっています。私事ではありますが、黒川中学校と白川中学校

で勤めていた時に、１２月の人権週間の時期に合わせて杉原千畝の生き方につい

て全校道徳を行ったことがあります。千畝に関する書物から千畝の育ち方・生き

方を紹介した後に、決断の場面を私がナレーター、男性教員が千畝、女性教員が

奥様の役を受け持ち、朗読するという授業を行ったことがあります。この時は自

ら教材を開発しましたので、こういうことは頻繁にできるというものではありま

せん。しかし、学校によってはその地域・その学校独自の教材開発も行って欲し

いと願っています。 

中学校の道徳も平成３１年度から道徳科となり、検定教科書と評価が導入され
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ます。中学校はこれからのことなので今回報告することはできません。その代わ

りですが、大学生に中学校の時の道徳の授業に対する思い出を尋ねたある調査で

は、様々なものが出てきました。例として、次のようなものがあります。主人公

の気持ちを考えたり、自分と照らし合わせて考えたりするが、国語の読解の授業

とどこが違うか分からなかった。道徳の授業の終末では、いつもできていない自

分、ダメな自分を見つめているようでつらいものがあった。自信をなくしそうだ

った。小学校の時は毎週ちゃんとやっていたけど、中学校になるといきなり他の

時間に変わってしまうようなことがあった。ごく尐数ですが、先生の体験談が楽

しみで、親近感を覚えたり、感動して涙を流したことを覚えている。このような

思い出だけならば、道徳授業が本当に活きているのか心配になります。 

        白川町では年２回、学校ごとに道徳教育の評価を実施しています。それによる

と、全校体制で研究を進め、『議論する道徳』のあり方について認識を深めるこ

とができたという成果や、本年度は『学習過程』や『議論する』という授業を手

探りで行ったが、来年度以降はポイントをしっかり絞って取り組みたいといった

課題があげられています。そこで各学校の道徳主任を対象に、白川町では年３回

の道徳教育研究会を実施したり、中濃地区の年２回の道徳教育研修会に参加して

もらったりしています。このようにして各学校の道徳教育の推進役を務めてもら

っています。本年度、３回目の町研究会では、道徳教育に造詣の深い方を講師と

して町民会館にお招きし、道徳科の基本的な講義と道徳のミニ授業をやってもら

いました。道徳主任からは「年度初めに聞きたかった」などの感想が寄せられま

した。町内の教師は道徳の授業に対して、もっと知りたい、もっと教えてほしい

と思っています。考える道徳、議論する道徳というものに不安をもっている教師

もいます。今後も、優れた講師を招き、教師が自信をもって道徳科の授業ができ

るようにしてやりたいと考えています。 

終わりになりますが、毎週１時間の道徳の授業をきちんと行うことで、児童生

徒にじわりじわりと道徳性を高めると共に、もし日常的な問題にぶつかった時に

は道徳の授業を思い出して問題を解決していける子どもに育ってほしいと思いま

す。様々な体験活動をする中で、子どもにどんな道徳性が育っているかを教師が

見つけてやったり、子ども自身が気付いたりしていく営みは実に地道なものです。

結果はすぐには出てきませんが、人間らしく生きる方向を教師、子ども、そして

保護者や地域の皆さんで見つめながら、今は必要な素地を養ってやることが大切

であると思っています。議員におかれましても、ご理解とご支援を賜りますよう

お願い申し上げ、答弁とさせていただきます。 

○ 議  長  再質問。はい。 

○ １  番  前回、前任の教育長に対しも一般質問したこともありましたけども、やはり先
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生方のある程度人柄というか人間性というか、そういうのが影響を与えるんだな

あというふうに感じております。今の教育長さんの言葉にありましたように、そ

の先生によって生徒が影響を受けるなあという環境ですので、本校においてもや

はり、特に担当の先生が一番主になるのではないかなと思いますし、またその先

生の意向によっていろいろ変わるというふうに思っておりますので、その辺をま

たよろしくお願いしたいと思います。 

        もう一つ教育長の言葉というか基本の説明の中に、やはり特色ある学校づくり

というのが出てきております。これは尐し例が違うかもしれませんけど、ちょっ

と読まさせていただきますし、先ほどの島根県の隠岐の島の海士町のことで、ち

ょっと面白いものがありましたので尐し聞いてください。島根県の沖ノ島の海士

町のように、尐子化による生徒数の減尐に加え、生徒の家族の島の外への流出や、

教員数の減尐などにより、廃校の危機に陥っていた沖ノ島の唯一の島前校が、平

成２０年、全生徒が８９名だったのが現在１８０名ということになって、半数以

上が島の外からの留学といいますか、島の外からの生徒です。ここの特色として

は、ここは県立の高校なんですけども、一つには実践的な町づくりや商品開発な

どを担うリーダーの育成を目指す地域総合コースがあるということ。二つ目に、

尐人数の指導で難関大学にも進学できる特別進学コースも設置していること。こ

のような取り組みにより地元中学生も島に残り、島の外からの生徒が増加し、生

徒数がＶの字に回復した。そして、寮生活をすることによって、学びはもちろん

のこと、都市では失われてしまった豊かな人間関係等が築かれているとのことで

あります。こうした特色ある教育環境をつくることによって、全国から子供さん

がやってくる環境は素晴らしいと思っております。人口減尐の歯止めになる関係

だと思います。教育長は運営基本方針で、さらに尐子化が進んだ場合、町内で一

小一中や小中一貫校もあり得ると視野に入れておくとされておりますが、白川町

立だから特色ある学校を育ててほしいと思っております。全国から白川町へ子ど

もを入学させてほしいと言われれば、こんな素晴らしいことはないと思います。

この件について質問いたします。 

○ 議  長  はい、教育長。 

○ 教 育 長  ありがとうございます。まさに担任の影響力というのは本当に強いものがあり

ますので、教師が自ら研修をする中で、町の教育方針という点に、深謝、私習と

いう言葉がありますけど、教師自身が自分を磨いていくことが、これが子どもに

影響を及ぼしていると捉えておりますので、今後も指導したいと思います。 

        今、沖ノ島の事例を紹介していただきましてありがとうございます。本町にお

いては、特色ある教育活動ということで、前回の時に中学校の例を尐し紹介させ

てもらいました。小学校でも同じようにやっておりますが、これは特色ある教育
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活動で、海山交流の宮古島との交流で白川の子どもたちがまとめた冊子です。特

色ある教育でも、いろいろな形で成果をまとめておりますけど、今手元にあった

のが海山交流ですので、これを持ってきましたが、これを終ってからの子どもの

作文を読みますと、大変長く書いておりますけど、沖縄の子と友達になれて、そ

の子達とは互いに手紙のやり取りなどをして毎日が楽しいですというような文が

あります。ここを読むと、先ほど人との関わりというところが道徳にあるって言

いましたけど、手紙のやり取りまでできるようになってきたという、いわゆる友

情というような内容と関係があるから、そういうことが育っているなということ

が読めますし、それからこの子がもう尐し話を進めますと、戦争のことが印象に

残っております。長くあるんですけど途中からだけ読みますと、こういう文があ

ります。「自分が撃たれると思ったということ、銃でですね。どういう感じなの

か考えても、考えても分かりませんでした。でも震えるくらい怖くて、怖くてた

まらなかったことが分かりぞっとしました。戦争を体験した人の気持ちを知って

もらえるように働きかけていきたいです」というようなことを読んでますと、や

はり、先ほどのＤ、崇高なものとかっていうところの、これは生命の大切さ、命

の尊厳というものを感じていると思いますし、自分も働きかけていきたいという

ようなところは、心気を探求していくというＡの方ですね、こういったところを

この子は書いており、それを読みながら本人も更に自覚していくやりとりができ

ると、道徳性が身についていくというふうに思いまして、今日ちょっと持ってき

ましたけど、体験活動を重視して、そこで何が育っていくかということは、本人

が書いたもの、あるいは本人のやっている時の様子をみながらこういったものが

育っているなということを、しっかりと教師あるいは大人も含めてですけど、見

つけてやることがその子を育てていくことになるというふうに思いまして、尐し

具体的に話をさせてもらいました。 

        後こういった海山交流にしても、国際交流、青尐年派遣につきましても、本当

に素晴らしい取り組みを白川町はやっていますので、これを発信をして、誰かそ

ういうのを見つけて、白川町ってこんなことがあるんだなということで、それこ

そ学校とか教育活動で移住というようなことも進むといいかなということは考え

て、実行は何もしておりませんけど、そういうふうに答弁させていただきます。 

○ 議  長  再質問ありますか。 

○ １  番  ありません。 

○ 議  長  藤井宏之君の質問を終わります。 

ここで１１時１５分まで休憩をいれます。（午前１１時０３分）                                   

○ 議  長  再開します。一般質問を続けます。（午前１１時１５分） 

 ２番 佐伯好典君。 
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（２番 佐伯好典君）   

○ ２  番  ただ今、議長より許可をいただきましたので、一般質問をさせていただきます。 

  私の質問は、小学生児童の登下校の負担軽減と安全について質問をさせてい

ただきます。昨年１０月の公共交通の交通網整備に伴いスクールバスに乗るこ

とができる生徒が増え、児童の負担軽減と安全については向上をしていると思

われます。しかし、依然スクールバスのルートから外れた地区の児童は徒歩で

の通学をしていますし、子ども達が背負って通っているランドセルはかなりの

重さがあり、改善をしていく必要を感じます、また、ＰＴＡと地域の方々と連

携した見守りも児童の安全に欠かせないものと考えます。それぞれ、ランドセ

ルを軽くする、スクールバスの交通網見直し、地域の見守りについて町の方針

を伺います。 

ランドセルのことから伺います。昨年、マスコミ等で「重すぎるランドセル

問題」が報道されたことは記憶に新しいと思います。２０１５年度の教科書協

会の調査によると１０年前より３割ほどページが増えており、それに加え教科

書のカラーページの増加、サイズアップにより、今の子供たちはかなりの重さ

を背負って学校に通っています。筋肉や骨格が未発達の子供達にこのように重

い荷物を背負わせるのは、健全な身体の発達を考える面でも問題があると考え

られます。また、安全面においても不審者やイノシシ・サルなどの獣から逃げ

ることが困難になると思われ、一刻も早くこの問題を改善すべきと考えます。

すでに、昨年９月に文部科学省から置き勉を認める通告が全国の教育委員会に

出され、教育委員会から学校側に通知はされているとは思いますが、学校によ

り対応が異なっており浸透しているとは言えない状態です。この問題について

の町の方針をお聞きします。 

○ 議  長  答弁を求めます。 

 教育長。 

（教育長 鈴村雅史君）  

○ 教 育 長  ２番 佐伯議員から提出されました質問は、通学に関するものであります。そ

こでまず通学についての課題を述べさせていただきます。通学は安全であること

が最優先であり、安全な通学という土台の上に学校教育が成り立っています。あ

わせて、毎日の通学によって、知らず知らずのうちに身についてきたもの、これ

を潜在的カリキュラムと言いますが、この話から白川町における通学の教育的意

義についても再確認しておく必要があります。今ほど子どもが減っていない時代

に、子どもは徒歩や自転車で通学するのが通例でした。小学生は通学班ごとに６

年生がリーダーとなって下の子の面倒を見たり、道路の横断はリーダーとサブリ

ーダーが道の両端に別れて立ち、通学安全旗を使ってみんなを安全に横断させ、
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止まってくれた運転手には「ありがとうございます」と挨拶や御辞儀をしたりし

ていました。中学生になると通学距離が長くなり、自転車に乗って長い坂道を、

グイッ・グイッとペダルを踏んで通っていました。夏場は汗だくになっていたも

のです。もちろん、これらのことは、地域によっては今も続いています。このよ

うに、歩くとか自転車を漕ぐという体験によって子どもたちには、様々な自然の

変化を体で感じとる。上級生と下級生のつながりができる。上級生は下級生のモ

デルとなる。身体にかかる負荷を乗り越えることによって粘り強さが身につくな

どの心や力が育っていました。これらは非認知的能力といって、特に社会で生き

ていくためには重要であり、今非常に注目されているものです。このように白川

の子は毎日の通学によって鍛えられていたところがあります。今は退職されてい

る方ですが、「白川の子は勉強でも作業や奉仕活動などでも実に粘り強い。そし

て白川の親御さんも粘り強い。」とおっしゃっていました。私はその理由の 1つ

に、この高低差のある白川町の地形の中で、毎日仲間と学校に通うことがあると

思っています。 

        さて、時代は変わり、議員がご指摘されているような世の中になってきました。

今後、児童生徒数の減尐や学校統合により通学区域が広がり、そして不審者や害

獣からの安全確保のためにバス通学が増える中で、先ほどの非認知的能力をどの

ように育てていけばよいかを考えておく必要があります。仮に将来町内で１小１

中または１小中一貫校とする場合、どんなカリキュラムをつくれば非認知的能力

を育てることができるのか。さらに、歩いたり自転車を漕いだりする体験が減る

中で、社会教育はどう進めばいいのか。これが今の課題であります。このように

通学は安全確保を最優先しながら、徒歩や自転車によって育つものがあることを

踏まえ答弁させていただきます。 

議員ご指摘のとおり、重すぎるランドセル問題について、昨年９月に文部科学

省から「児童の携行品に係る配慮について」という連絡文書が出ております。こ

れは文科省初等中等教育局の教育課程課、教科書課、健康教育・食育課の３課の

連名で出されています。本町では、昨年９月の町校長会で小学校の現状を口頭で

把握しております。このたび議員からのご質問があり、全小・中学校に紙面で調

査をかけ実態を把握しましたので、まずはその結果を報告します。まず、毎日通

学カバンにすべての物を入れて持ち帰るようにしている学校は 1校もありません

でした。持ち帰る物や置いて置く物を、学級担任や教科担任で決めているか、全

校体制で決めています。つまり、学校は何らかの基準を設けていると言えます。

そこで、何を置いていくのかを具体的に書き出してもらい、それを集計してみま

した。細かく書き上げている学校は１６項目、やや大まかな書き方をしている学

校が１０項目を書いていました。各学校の書き出したものをずっと見比べてみま
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したけども、４校は共に入っているが１校は入っていないという状態のところが

あって、５校共全部入っていると予想されるものは、習字道具と裁縫セットだと

いうふうに思います。従って各学校はこの結果を知りませんので、後程また言い

ますが、フィードバックする必要があるというふうに考えております。 

更に、荷物はどれくらいの重さになっているかを調査してみました。これは議

員からのお話もあり、２月末に調査しました。２月２７日(水)、２８(木)、３月

１日(金)の３日間、下校する前に１年生と４年生の出席番号１番の子の全ての荷

物を測りました。昨年、新聞等では８kg とか９kg という報道がありましたが、

今回の本町での調査結果では最小が４．３Ｋｇ、最大が６．５Ｋｇという結果で

した。ただ、１年生と４年生で調査をしておりますが、さほど差がないと、１年

生でも４年生でもほぼその間に納まっているというような形でありました。報道

されたような８Ｋｇ、９Ｋｇというような結果ではありませんでしたが、調査時

期が２月の末でありますし、一人ずつですので条件が違いますのでこの結果を楽

観視しているわけではありません。そういうような結果から、ランドセルの中身

が重くなったのは教科書のこととかいろいろありますが、この問題については学

校がリーダーシップをとって対応する必要がありますので、今回、町教育委員会

としては、まず１つ目に今回の調査結果をそのまま学校にフィードバックして、

常に見直しを図っていくよう指導します。また、見直した結果の報告を求めてい

きます。先ほど１６項目とか１０項目と言いましたけども、これを見ると、うち

の学校もこれを置いていたというようなことに気付くことが往々にしてあるとい

うふうに私は思っておりますので、さらに見直しをしてほしいということです。   

２つ目は時期に配慮することです。例えば、年度初めの小学校１年生の負担とか、

学期の始めや学期の終わりの荷物の重さに気を付けて、計画的に持ち帰るなど指

導します。学年差に配慮すると、例えば３年生からは科目が増えます。それから、

５年生からは教科書がかなり重くなっています。そういった節目には気を付けて

いくように指導します。そして個人差に配慮するということで、同じ学年でも体

格や体力には差があって、個別的な配慮をするということです。ランドセルの他

に手で持ち帰るものがある場合、安全確保のため両手がふさがらないように配慮

していくということです。個人差とか両手というあたりは、ほとんど一斉下校を

しますので、その時の様子を見て、あまりにも荷物の多いような子については、

個別に問いかけて安全に帰れるようにするということです。最後は、児童によっ

ては、肩や背中、腰などに痛みが生じていないか、これも調べていこうと思って

おります。このような内容の通知文を出すと共に、今後も定期的に持ち帰る物の

重さを測定するなど、実態把握に努めさせていきますので、ご理解とご協力を賜

ります。 
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○ 議  長  再質問ありますか。  

○ ２  番  ただ今、答弁ありがとうございました。再質問させていただきます。 

        結果として教育長の方から、学校に決めていただくような内容だったと思うん

ですけれども、前回、前の教育長にもお話したことがあるんですけれども、やっ

ぱり学校任せにしている結果、結局改善されていないというのが現状というのが

僕の認識で、僕も何名か親の方に調査したんですけれども、学校側からそういう

お話を親が知っている、子どもには通知しているかもしれないですけど、親まで

ちゃんと伝わっていて、それをちゃんと知っているという親は、小学校５校ある

んですけれども、その内２校でした。親も知っている１校についても、親によっ

て「知ってるからちょっと軽くなったよ」という方と、「いや、そんな話聞いて

ない」と、同じ小学校でもそういう差がある、そこら辺が問題でして、もう１校

親も知ってるし子供も知っているという学校はまた別なんですけども、そこは確

かに軽くしていいよという通知はきたけれども、子どもが頑張って持ち帰ってき

てしまうと。やっぱりそこは何というんですかね。子どもが真面目で褒めるとい

うのもあるんですけれども、やっぱりちゃんと明確な基準を作って徹底していか

ないと、それは浸透していかないものだと思います。先ほど教育長は、潜在的カ

リキュラムとして、通うことによって日々積み重なってくるものっていうことを

おっしゃったんですけれども、重たすぎるランドセルも同じで、やはり日々重い

っていうのが問題だと思うんですね。先ほど時期によってという形があるんです

けれども、その１日を軽くしたところで結局体に対する影響というのはそんなに

変わらなくて、やはり毎日を軽くしてあげるっていうことで改善を図るのが最も

効果的だと思います。学年の話しもされたんですけど、学年ではいいと思うんで

すけど、その後の個別とかですね、個別ももしかすると生徒によっては、あの子

だけ何で軽いのっていう形でそういう問題も多分孕んでくる可能性が、可能性で

すよ、あると思うんです。やっぱり学校任せにしてしまって今の状態でなってい

ると僕は思っているので、ここはやはり教育委員会がちょっとリーダーシップを

とっていただいて、調査等をするのは絶対必要だとは思うんですけども、その中

で基準を設けて、やっぱりしっかりと対応していただきたいと思います。量って

いただいた時期が２月２７日から３月１日までの３日間やられたということです

けれども、うちも一度だけですが量ったことがありまして、うちの娘はその時体

重１７Ｋｇ、ちっちゃいんですけど、７．８Ｋｇを背負ってました。それもラン

ドセルだけです。それに絵本袋と水筒と持ってました。毎日ハアハア言いながら

帰ってくると、その時は６月か７月だと思うんですけど、真っ赤な顔をしてぐっ

たりなんですね。それが毎日続くということは、やはり良くないと思うんですね。

やっぱり個別とか手荷物を見て多そうだったからとか、そういう場当たり的なこ
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とよりかは、やっぱり一律でやっていただきたいと思いますので、基準を決めて、

学校側と話し合っていただく必要があると思うんですけど、基準を決めて白川町

としてそういったものを作るご予定はというか考えはありませんか。ちょっとお

伺いします。 

○ 議  長  教育長。 

○ 教 育 長  議員おっしゃるとおり毎日重いというのは、本当に重すぎるというのは良くな

いことだというふうに私も全く同意見です。学校に任せないで、町としての基準

というあたりですね。今回の調査を見てみますと、そう大きく学校ごとに違うと

いうことは、実際流れているものは同じようなものがあります。どの学校も国語

と算数に関わるものは毎日持ち帰ってますね。それ以外の物で、置いているのが

大変多いです。ところが微妙に４校まで同じものが書いてあるけど、１校だけ書

いていないところが今回ありますので、この結果をフィードバックして、学校に

１回ちょっと検討してもらいますけども、町として例えば、例えばですよ、国語

と算数は毎日持ち帰りなさいとか、理科は置いていきなさいとかそういう基準は

大変難しいです。国語と算数は当たり前のように持ち帰りしておりますが、この

教科のものは置いていきなさいというようなことは、大変難しいです。でも学校

の職員も、子どものためにどういうふうにしたらいいかという考えは持っていま

すので、この教科書、このノートについては置いていくようにしようというよう

な動きはこれからも出ます。なぜ難しいかと言いますと、教科書は給付ですので

同じものを使ってますが、それに関する物については、学校が決めることが出来

るんですね。年度初めにいろいろなドリルだとか学習帳とかを教育委員会に提出

をしています。それを教育委員会で承認していますので、ある学校はこの教科に

ついてはこういった物を購入してきている。別の学校では同じ教科でも違う物を

購入している。これを学校の裁量でいろいろやってますので、そこまで一律に決

めることが難しいことと、担任の先生によっても独自の学習の仕方を子どもに教

えてあげて、そして家でもやれるような内容のものを作っており、担任あるいは

学校の創造的な裁量のものもあるもんですから、そこまで細かく教育委員会が決

めることは、やっぱり非常に難しいですので、そこは学校で、校長を中心に本当

によく検討してもらって、それこそ７．８Ｋｇというのは明らかにこれはその子

の体格にあわしたら重いと思いますので、軽くしてやることを指導しますけども、

本当に細かな基準を一律につけるということは難しいですし、学校の自主性に任

せて、よく本当に考えてもらって、子どもにとって最もいいものを、いい基準を

つくり、保護者にも伝え、教育委員会も把握すると、そういう方向で私はいきた

いというふうに考えております。お願いします。 

○ 議  長  再質問ありますか。  
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○ ２  番  今の答弁にもう尐し質問させていただきます。確かに学校ごとに教科書以外の

副読本とかいろいろ資料等あるとは思うんですけれども、例えばうちの子が宿題

で使うのは計算ドリル、漢字ドリルと国語の音読ぐらいなんですね。それ以外の

ことはプリントで持ち帰ったりすることはあるんですけれども、宿題という形で

そういったものが出ていなくて、学校側に細かくこれとこれとこれっていうふう

な指定をせずとも、例えば宿題で使う物以外＋何Ｋｇ以内くらいの感じで、大ま

かな基準だけ、やっぱり重さがある一定を越えないっていうのが、そういった基

準を作っていただくだけで学校側は多分結構気を付けると思うんです。具体的に

踏み込み過ぎるという問題をおっしゃったんですけど、やっぱりそうしたら数字

で目標を出すとか、多尐超えたりはすると思うんですけど、数字目標を出すだけ

でも、学校側はやりやすくなりますし、調べる時も簡単になると思うんですね。

登下校の話をちょっとまた関連してさせていただきますけど、やっぱり歩かなき

ゃいけない生徒の方々は大体２ｋｍぐらいずっと坂の地区があるんです。そこへ

行くと集団登校というのを、学校側は必ず上の子に分団長さんがみえるので見な

さいよと言いながらも、やっぱり重いランドセルを背負っていると低学年の子は

遅れちゃうんです。高学年の子はどんどん先に行っちゃうんですね。小学生です

からいくら見ろって言っても、それが毎日だとやっぱりどうしても列が集団登校

じゃなくなっちゃうんですね。車でよく通りかかる分団がそうなんですけども、

やっぱりそこはカーブも多いですし、ずっと坂道なんです。上の子達は先に行っ

てるし、小さい子達はまだ随分手前にいる、そういう状態で子ども達の安全てい

うのを本当に守れるかと、せめて解決しないでも軽くするだけでそこが縮まるの

であれば、やっぱりそういう努力というのが必要だと思いますので、明確な、具

体的にこれとこれとこれというんではなくて、やっぱり学校側もやりやすくて、

こちら側も管理しやすい数字の目標的なものを全町で掲げてもらうくらいのこと

を、教育委員会の方でやっていただきたいと思いますが、数字とかで何とかでき

ないですかね。ちょっとお願いします。 

○ 議  長  教育長。 

○ 教 育 長  今回この目方を量ったのは初めてでして、実は９月の口頭での調査の時には１

校だけ目方を量っている学校もあるという報告がありまして、それを受けて今回

測定してみたら先ほどのような結果でした。これを元に、学年によって当然教科

書は厚くなりますからね、一律に何Ｋｇっていうこともまた出来ないので、尐し

考えて、学年差とか時期も踏まえて、目方についてはこんな目安があるというよ

うなことはできますので、それはやれるかなと思っております。ということでよ

ろしくお願いします。 

○ 議  長  はい、再質問。  
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○ ２  番  次の質問に移ります。ありがとうございました。 

        続いてスクールバスの関連で質問させていただきます。現在、町内の小中学校

は、昨年１０月の公共交通の交通網整備に伴い、スクールバスを利用できる生徒

が増え、児童数が減尐し集団での登下校が困難になっている町内に於いて、児童

の安全を守ることにおいて有効だと思われ、良い取り組みだと思います。 

        一方で、スクールバスの送迎のルートから外れ、そこから１．５ｋｍから大体

３ｋｍぐらいなんですけれども、歩いたり、家族の送迎で通っている地域がある

ということはご承知だと思います、このような地区の多くはスクールバスのルー

トから登った所にあり、登校は下りでまだ良いのですが、下校となるとずっと登

りになり、児童は１時間近くかけ帰っています。現在の規定で通学距離は概ね４

ｋｍ以内が適正とされていますが、一方で「通学については、距離だけではなく、

安全、地理的な事情や降雪等の気候などの観点からも考慮することが必要である」

との意見も中央教育審議会で出されており、４ｋｍ以内でも下校に１時間近くか

かるような地区は児童の安全を守る意味でも通学の補助が必要ではないでしょう

か。集団登校もできず、家族の送迎がないと通学が困難な地区があります。こう

いう方々にこそ手を差し伸べるのが行政の役目と考えますが、町の考えをお願い

します。 

○ 議  長  はい、教育課長。 

（教育課長 藤井寿弘君）    

○ 教育課長  それではスクールバスについてに答弁させていただきます。小中学校への通学

については、国の遠距離通学の基準となる、小学校で４ｋｍ、中学校で６ｋｍを

超える場合は、スクールバス、濃飛バスを利用しておりましたが、尐子化により

集団下校ができなくなったり、熊や猪・サル等の出没等の影響から、学校によっ

ては、ＰＴＡと協議して遠距離通学の基準となる距離以下であってもスクールバ

ス等を利用することを行ってきております。また、遠距離通学の対象となる児童

生徒につきましては、「白川町小中学校児童生徒遠距離通学費補助金交付要綱」

に基づき、定期バスの定期代相当額や自転車利用に対する助成を町単独事業とし

て行っています。 

昨年４月から、スクールバス運行を外部委託し、公共交通体系の中で児童生徒

の登下校を行うこととして、各学校ごとに通学方法の見直しを行い、遠距離通学

の距離基準にこだわらず、通学バスを利用した登下校を行うこととなりました。

その結果、小学校については、スクールバスを利用して登下校する児童数は、現

在１９４名、これは全児童数の６５%となっております。平成２９年度では１３

１名ということで、これは全児童数の４３%でございますが、６３名増加した状

況となっております。しかし、現在のところ、町内の道路をくまなくバスが走る
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というような体制にはなっておりません。その為、議員ご指摘のとおり、自宅か

ら最寄りのバス停までの距離が長く、徒歩によることが困難なため、保護者のご

負担によって送迎をされてみえる方もあるということは承知しております。また、

スクールバスは利用せず、徒歩での通学を続けている子ども達もおります。尐子

化によって集団での登下校が難しくなった今、児童生徒の安全を確保することは

重要な課題だと認識しております。各学校では、新年度が始まる前に、ＰＴＡを

含めて通学方法について協議しております。スクールバス路線については、児童

生徒の卒業と入学に伴いまして、毎年見直していくことが必要であります。今後、

その現状把握を行いまして、公共交通との連携や保護者への支援について検討し

て行きたいと考えております。以上でございます。 

○ 議  長  はい、再質問。 

○ ２  番  答弁ありがとうございました。先ほど話にも出たように、スクールバスに各Ｐ

ＴＡで話し合いがあってスクールバスに乗らないという判断をされるところもあ

るんですけども、質問で書いたように、本当にご家族が子ども達をこのスクール

バスのところまで運んでこなければ通学できないという状態というのは、やはり

町として改善を必ず図らなければならないと思います。今、バスの定期代とか自

転車通学の補助というのを出されているというお話だったんですけども、補助が

一律お金で換算できるかというのはあれだと思うんですが、そのご家族に例えば

家からバス停まで必ず家族の手が無いと通えないご家庭が尐しあると思うんです

けれども、そういった方々へ今現状では補助は何かあるのかお伺いします。 

○ 議  長  教育課長。 

○ 教育課長  はい。確かにお家の方が送迎してまして、今日は都合が悪いから歩いて行きな

さいと言ってもそれは現実にですね、無理なご家庭があるということはございま

す。ただ現在のところ、そういった家庭に町独自の補助金というような助成はや

ってはございません。 

○ 議  長  はい、再質問。 

○ ２  番  やはりそこの部分というのは、必ず是正が必要だと思います。先ほど言われた

とおり、ＰＴＡの考えがあれば４Ｋｍという通学補助の距離以内でも乗ってる子

がいると、その一方でどうしてもそういった家族の助けがないと通えない、しか

もそこには全く行政からの助けが差し伸べられてないというのは、ちょっと問題

だなと思いますので、これから是正をお願いして次の質問にいきたいと思います。    

        続いて地域住民の協力による見守りについて質問します。これまで述べたよう

に、児童数が減り集団での登下校が難しくなっている子どもたちの登下校の安全

を守るためには、ＰＴＡのみならず、地域の方々の協力が必要不可欠です。すで

に各地域でＰＴＡと有志の方々が通学の見守りを行っている団体もあり、子ども
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達の通学の安心に寄与していただいています。私も小学生の子を持つ親として日

頃の活動に感謝申し上げます。 

        さて、本町でも「子ども１１０番の家」「ついでパトロール隊」等の活動があ

ります。子ども１１０番の家は、不審者等から付きまといや声かけがあった際、

何か困ったことがあった場合に子どもが逃げ込むシェルターの役目を、ついでパ

トロール隊は、地域の方々に児童の登下校の時間に合わせて散歩や畑仕事などを

していただき、そのついでに見守りをしてもらうというもので、どちらも積極的

な見守り活動ではないものの、地域の方が気軽に取り組め、負担の尐ない良い制

度だと思います。 

        平成１５年頃に発足されついでパトロール隊、４７２名、子ども１１０番の家

は１１９箇所の登録があり、登録者や登録拠点にはバッジや旗、外から見えると

ころへつけるプレート等も配布されています。しかし、現在に至る１５年ほどの

間に、地区によっては活動状況の共有や現状把握がなされておらず、登録者が死

亡、転居、廃業等により、空き家になり機能していない所もいくつか見受けられ

ました。集団での通学が難しくなってきている現状において、このような制度は

児童の安全を守る事において必要だと考えますが、現状と今後の活動についての

考えをお願いします。 

○ 議  長  答弁を求めます。教育課長。 

○ 教育課長  それでは、地域住民による見守りについて答弁させていただきます。 

子どもたちの安全な登下校は、地域の見守る力なくしては確保できません。現

在でも、長年にわたり子どもたちの登下校の見守り活動を継続して行っていただ

いている個人の方や団体がございます。その活動に対しまして、深く感謝申し上

げます。本当にありがとうございます。 

        では、ここで「子ども１１０番の家」と「ついでパトロール隊」の本町での現

状を説明させていただきます。子ども１１０番の家は、平成８年に可児市で始ま

ったと聞いております。危険を感じた子どもが助けを求めて来たときに子どもを

保護するなどして、その子どもの安全を守るとともに、警察への連絡等の措置を

行っていただくことを目的に、白川町では、町・教育委員会・青尐年育成町民会

議で委嘱し、子ども１１０番の家であることを明記したプレートを配布しており

ます。ついでパトロール隊は、パトロールを義務づけるのではなく、買い物や犬

の散歩、ウォーキング等の「ついで」に子どもたちの登下校を見守っていただく

ことを目的に設置され、ご協力いただける方にバッジを配布しておりました。ど

ちらも、白川町青尐年育成町民会議が中心となって行っており、平成３０年度の

同会議の資料では、議員の言われたとおり子ども１１０番の家は町内で１１９ヶ

所、ついでパトロール隊は、会員数４７２名となっておりますが、議員ご指摘の
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とおり、地域によっては内容が更新されていないことは否定できません。 

        これらの活動は、町内５地区の青尐年育成推進協議会ごとに行われており、子

ども１１０番の家については、小学校の先生と児童とで１１０番の家を確認しな

がら回ったり、見守りのお願いやお礼の手紙を届けたりしている小学校がござい

ます。また、青尐年育成推進員が毎年１１０番の家を巡回してお願いするととも

に、古くなったプレートを取り替えたりしている地区もありますが、何も活動の

できていないところもあります。ついでパトロール隊においては、設置当初は積

極的に会員を募集したため、多くの方にご協力いただきましたが、現在は名簿の

更新がなされていない状況です。今一度、青尐年育成町民会議及び各地区青尐年

育成推進協議会と連携し、子ども１１０番の家とついでパトロール隊の登録内容

について更新を図るとともに、子どもたちの安全確保について、地域全体ででき

ることを考えてまいりたいと思います。議員におかれましても、ご支援ご協力を

賜りますようお願いし、答弁とさせていただきます。 

○ 議  長  再質問ありますか。 

○ ２  番  現状報告ありがとうございました。現状の方なんですけれども、やはり地区に

よって大分開きがありまして、青尐年健全育成推進委員の方々に伺ったところ、

やはり委員も変わっていきますし、地域の方々自体も段々高齢化や、もともと人

がどんどん減っている過疎地域ですので、なかなか維持が難しくなっているとい

うお話でしたが、やはり子ども１１０番とかついでパトロール隊の活動自体の引

継自体がされていない地区というのがやはりありまして、そこについてきちんと

一回教育委員会の方から詰めていただけるということですので、もう１回見直し

と、今までの質問とまた関連するんですけど、例えば子ども１１０番やついでパ

トロールというのも、例えばスクールバスがどんどんうまく機能していけば、な

かなかその活動において、重要度が減ってきたりはすると思うんです。またその

ついでパトロールっていうのが、もしかすると最初は負担が尐ない方法という形

で始まったのかもしれないですけれども、実は意外とやりにくいとかですね、ま

た青尐年健全育成推進委員会の方々と、また実際今登録されてる方々と話し合い

がもたれるとは思うんですけども、そういったところで、今現在登録されている

方々の声も聞いて、また長く続けていける、もしくは制度を見直す等でやはり地

域の方々が子どもを見守って、これからもずっといけるような制度の改善ですね、

に努めていただきたいと思います。質問じゃないです。要望です。 

○ 議  長  では、佐伯好典君の質問を終わります。 

ここで午後１時まで休憩をいれます。（午前１１時５３分） 

○ 議  長  再開します。（午後１時００分） 

        一般質問、３番 梅田みつよ君。 
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       （３番 梅田みつよ君） 

○ ３  番  議長より発言を許されましたので、質問に入らさせていただきます。よろしく

お願いします。 

        第一項目として、納税等の納付の方法と窓口業務のシステムについて質問をい

たします。現在本町では、税や保険料の徴収方法には、基本的に普通徴収と特別

徴収があります。特別徴収は、給与や年金から住民税や国民健康保険税、介護保

険料、後期高齢者医療保険料などが引かれるもので、普通徴収は、特別徴収の対

象とならない住民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料な

ど全ての税等の基本的な徴収方法となるもので、その多くが口座振替納付によっ

て徴収されています。この普通徴収では、口座振替を利用しない場合に、銀行や

郵便局やコンビニに出向いて現金で支払いしたり振り込みに行かなければならず、

何かと手間がかかり面倒と言えます。自動車税などはＹａｈｏｏ決済が利用でき、

昨年は私もそれを利用して、携帯ひとつで支払を行うことが出来ました。また預

貯金の利息が尐ない今の時代、顧客を掴むためにポイントを活用したカード決済

を取り入れて様々なサービスが行われています。クレジットカードでの支払いが

出来るとそれだけで手間が省け、また最近はほとんどのカードで同様のポイント

還元もあり、より大きな支払いをする時には、カードを利用すると良いことが広

く知れ渡っています。ただし、カード決済の手数料が必要であることから、決済

手数料がポイント還元分を上回ると多尐損であろうと考えます。本町の場合は、

金融機関やコンビニなどに出向くための交通費やガソリン代と比較すれば随分得

であろうというふうにも思います。近隣町村では八百津町が軽自動車税の納付に

クレジットカードが利用可能となっていると聞いています。納付が手軽にできる

ということになれば、滞納や納付期限超えを尐なくするということに繋がり、と

ても有効で便利な決済方法であると考えます。先日、町民の方から、白川町に住

んでいると納税に不便を感じる。こんなにスマホやネットが普及している時代に

不便な地域がより不便に感じ出ていきたくなった。クレジットカード決済でもっ

と楽に納税出来ませんかという声を頂くことがありました。現在、本町はふるさ

と納税はクレジット決済で簡単にできます。新たな商戦の取り組みとして２０１

９年２月１３日から、これは企業の話しですが、メルペイがコンビニやレストラ

ンでスマホ決済を導入し、国はすでに２０２０年を視野にキャッシュレス決済と

いうのを推進する方針です。システムが違いますのでひとくくりにできませんが、

税金などの納付がひとつでも便利になるようこの町の仕組みを改善すべきではな

いかと思い、本町の納税等の納付方法ついてまず１つ目の質問をさせていただき

ます。 

本町における税金等の納付方法には現在、特別徴収と普通徴収の口座振替と現
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金振り込みしかありません。また口座振替が最も多いと思われますが、口座振替

も現代では公共料金はクレジットカード経由決済も可能となっているものもあり

ます。そういったニーズに応えるカード決済を導入するということに関してどの

ように考えていらっしゃるかお考えを聞かせてください。 

○ 議  長  答弁を求めます。 

 町民課長。 

 （町民課長 安江文郎君） 

○ 町民課長  それでは、２番 梅田議員のご質問について答弁させていただきます。 

議員がご質問で述べられたとおり、税の徴収には特別徴収と普通徴収の２つ

の方法により納税をお願いしているところであります。特別徴収については、

給与支払者を始め、年金局などの事業者を通じて給与などが支払われる時に源

泉徴収として納税を行っていただく方法で、それ以外の方法で行っていただく

方法が普通徴収となります。 

この普通徴収の納付手続きは、最も一般的な金融機関等の窓口で納付してい

ただく窓口納付、納税される方の預貯金口座から振替により納付する振替納税

を主な納付手続きとして長らく行ってきました。１０年ほど前からコンビニに

よる納付手続きが全国的に行われるようになったことから、本町においても平

成２５年１０月から町指定の金融機関窓口とコンビニで共用ができるバーコー

ド入りの納付書によるコンビニ納付を開始し、軽自動車税を皮切りに、順次対

象税目を毎年度増やしてまいりました。現在、コンビニ用納付書への移行がさ

れていないのは、当初納付の固定資産税と住民税のみとなっています。また、

昨年は全国的にスマートフォンを利用した納付が急速に普及してきたことから、

広報しらかわ１月号でお知らせしていますが、昨年１２月からコンビニ用納付

書に表示されているバーコードを利用して納付ができるスマートフォン決済サ

ービス、ＰａｙＢによる納入手続きを導入したところです。 

議員ご提案のクレジットカード決済での納付についての問い合わせは、今ま

でに１人の方からあったのみですが、このカード決済は町への収入時において

納税される方の納税科目や納期別に充当する必要があり、カード会社から送金

されたときに町の行政情報システムへの連携が必要となります。軽自動車税の

ような年に１回の納付については、カードの利便性と費用対効果を勘案すれば

導入することも考えられますが、固定資産税や住民税、国民健康保険税などの

各納期別に納付する税目については、当初発行した納付書と年度途中で税額が

変わることもあり、システムの導入費用が高額となります。また、年度中の修

正データの移行などにも経費を要し、特に議員も述べられていましたとおり、

仕組み上、納税される方に決済手数料が発生することから、カード決済の普及
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が滞っているのが現状です。 

本町の行政情報システムの提供先でカード決済の窓口となるＹａｈｏｏ公金

支払いへ問い合わせたところ、もともと初期導入と管理費がかかることで、導

入自治体や利用税目が尐ないことに加え、決裁手数料がかかることから、安価

で便利なスマホ決済での対応が急速に進み、全国的にカード決済の利用が減尐

しているとのことでありました。また、国のカード決済普及施策に対応するた

めのシステムの見直しが必要なことから、新規のカード決済の申込みについて

は、見合わせをしているとのことでした。このため当面はシステム的にもカー

ド決済の導入はできないと考えております。 

なお本町では、当面、当初納付の固定資産税と住民税のコンビニ収納用納付

書への移行を進めると共に、コンビニに出向かなくても自宅でスマートフォン

１つで納付できるスマートフォン決済サービス、ＰａｙＢによる納入手続きの

利用を呼び掛けていきたいと考えていますので、ご理解賜りますようお願い申

し上げ、回答とさせていただきます。 

○ 議  長  再質問はありますか。 

 はい。             

○ ３  番  去年の１２月からスマフォ決済を導入されているということでございましたの

で、そちらの方でまず決済できる税金が何であるかということをまず教えていた

だきたいと思います。 

○ 議  長  はい、町民課長。 

○ 町民課長  納付できる税目は、町県民税の普通徴収分、それから固定資産税、軽自動車税、

国民健康保険税の普通徴収の分ということになります。 

○ 議  長  再質問ありますか。はい。 

○ ３  番  ありがとうございます。私もちょっと勉強不足でございまして申し訳ございま

せんでしたが、またそういったスマフォ決済の普及がより進むといいと思います。 

        またカード決済では、システムの導入が高額なものということで理解いたしま

したので、分かりました。ありがとうございます。 

        では、続きまして２つ目の質問にいきたいと思いますのでお願いいたします。 

        今後、この人口減尐最先端といいますか、こちらの町には色々な部門で必ず導

入されてくるＡＩ、またＩＴの技術の進歩を生かした窓口業務の仕組みも考えて

いくべきだというふうに思っております。まず納税者が高齢化してきた時に窓口

に行けないが、自宅にいても何かそういった携帯やカード、カードということは

今の１つ目の質問で回答がありましたので、携帯等でというふうにさせていただ

きますが、納税が可能になる、そういった手続きが可能になってくる、そんなシ

ステムを構築していくべきだろうと思いますが、その方向性はいかがでしょうか。 
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○ 議  長  はい、町民課長。 

○ 町民課長  それでは将来の納税システムの方向性についてということで答弁させていただ

きます。     

        現在、経済社会のＩＯＴ、ＩＣＴ化等を踏まえ、納税者への利便を向上させる

と共に、働き方の多様化、副業、兼業、雇用的自営の増加等が進み、税務手続き

を行う方の増加と多様化が見込まれておると言われております。このため、ＩＣ

Ｔの活用は、全ての納税者が簡便、正確に申告が行うことができる環境を整えて

いく基盤となるものということで国の方でも示されておるところです。 

        例えば、全国のスマートフォンの世帯保有率が平成２８年度で７１．８％とな

っています。このため現在、納付の手続きだけでなく、申告を始めとした税務手

続きについて、スマートフォン等で手続きが完結する仕組みが急速に整備されて

います。また、スマートフォンが持つ通信、カメラ、認証機能とマイナンバーカ

ードの機能を組み合わせ、あらゆる物体がＩＣチップにより繋がるＩＯＴの世界

は膨大なデータの蓄積と解析技術により、社会経済に大きな変革をもたらすと言

われています。 

        このような背景をもとに、国はインターネットサイトマイナポータルにより、

国税、地方税、年金等の手続きのオンライン・ワンストップ化を進め、マイナン

バーカードのＩＣチップの空きスペース部分を活用して、公共民間を問わず各種

サービスを呼び出す共通の情報基盤であるマイキープラットホームを整備するこ

ととしています。このマイナポータルとマイキープラットホームの２つのサイト

は、将来の納税や公共の各種手続きのみならず、民間における各種手続きや金融

サービスとの連携も可能になるとされています。 

        本町の各種の納税手続きについては、特別徴収を除いて窓口納付と振替納税が

大半を占めている本町の状況を考えますと、当面、今後もこの納税手続きを活用

しつつ、先の質問でもお答えさせていただいたバーコードを活用したコンビニで

の納付やスマートフォンによる専用アプリによる決済の活用の推進に努めてまい

りたいと考えます。特にこのコンビニとスマートフォンによる納付手続きは、ス

マートフォンやＩＣＴ等の環境が使えない方々の納付について、同一世帯のご家

族の方だけでなく、遠方のご家族や親族などが代わって納付される場合の利便性

向上には、大変有効なものと考えています。 

        今後の納税環境の変化は著しく変わっていくことと思います。国や近隣市町村

の動向を把握し、ＩＯＴやＩＣＴ化による社会経済の変化に伴って、適切に対応

してまいりますので、ご理解賜りますようお願い申し上げ、回答とさせていただ

きます。 

○ 議  長  再質問ありますか。はい。 
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○ ３  番   今、将来の方向性は全体的に国が示す方向性であると。それに白川町もその方

向性でもって進んでいくんであろうというふうに思いましたけれども、逆にです

ね、アナログな展開として、職員さんがそういった納税できない方に対して、い

ろんな事情がおありになると思いますので、実際に出向いて徴収をするというよ

うなシーンはあるのでしょうか。 

○ 議  長  はい、町民課長。 

○ 町民課長  出向いてというか、滞納ですね、直接納付される方に対しましては、金融機関

窓口でもコンビニでも使える納付書になりますので、納付書納付をしていただく

形になると思いますが、どうしても滞納とかそういう関係があれば、そちらは今

でも徴収の関係で出かけておりますので、そういう形でのお願いというのはある

と思いますが、通常の納付については、今のところは考えておりません。 

○ 議  長  再質問ありますか。はい。 

○ ３  番  現在そういった今のこういったＩＴやＩＣＴ、ＩＯＴなどが普及していった時

に、そういうのがやっぱりどうしても出遅れるという人が本町でも大変多くある

と思いますが、その辺についてはどのようにお考えでしょうか。 

○ 議  長  町民課長。 

○ 町民課長  そういう方につきましては、基本的には今述べましたとおりスマートフォンと

かご家族の方、それから遠方の方、またサービスを提供されるような方があると

思いますけれども、納付書自体は当人の方に送付されますが、納付については、

その納付書とお金を持ってコンビニに行けば納付ができるという形になりますし、

スマートフォンを持ってみえられる方であれば、そのスマートフォンを使って納

付が、例えば私の父親の分であれば私のスマートフォンを使って納付ができると

いうような形になりますので、そういう形での納付は今後も進んでまいりますと

思いますし、それこそマイナンバーカードが使えるような、国が施策を始めてお

り、そういう状況になれば、将来的にはもっと簡単に納付ができるもしくはその

マイナンバーカードを使っての振替納税、これはクレジットカードになるのか自

分の預貯金口座になるのか、いろいろなことはあると思いますけれども、そちら

の方が使えるようにはなってくるだろうという将来的なものは聞いております。 

○ 議  長  はい、副町長。 

       （副町長 佐藤滋君） 

○ 副 町 長  尐し補足をさせていただきますが、便利な世の中になってくるとそれを使えな

い方はどうするかということですが、今極力振替納税、口座から落としていただ

く、そういうことを進めていきたいと思いますので、スマートフォンとかクレジ

ットが苦手な方はそちらをお願いしようと、そうでない方はクレジット等での決

済をお願いしていくということになると思います。 
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○ 議  長  再質問ありますか。 

        では、次の質問へ。 

○ ３  番  続きまして第２項目目、高齢化に備える訪問介護等の人材確保について質問を

させていただきます。 

        現在、本町の訪問介護を担ういわゆる訪問ヘルパー人材は極度に不足して危機

的状況です。後程説明させいただきますが、このまま高齢化が進んだ状況になっ

た時、だれがその支援をするのでしょうか。私は非常に危機感を感じています。

緊急性のある課題としてこの質問をさせて頂きたいと思います。現在、白川町の

訪問介護事業所は社会福祉協議会と白川病院の２事業所です。訪問介護支援は支

援を受けるご本人だけでなくご家族とのやりとりも含まれます。ここでひとつお

伝えしたいと思いますが、全国老人福祉問題研究会の平成３１年の１月のデータ

を、ちょっとこのように表にして皆さんのお手元にあるかと思いますけども、こ

ちらのデータによりますと、介護職員のうち約９４．２％、ほぼ９割以上の方が

何らかのパワハラやセクハラを受けた事があるという調査データーがあることを

ご存知でしょうか。こういった実際に支援している以外のもので、精神的や身体

的な苦痛を伴って行うというふうに、十分に捉えることができる仕事だと言えま

す。そういった業務ですから、担い手はどの地域でも当然のことながら確保が厳

しい状況となっています。また正直、国の基準報酬額も、本町は本当に広い範囲

をカバーしなくてはなりませんので、割に合っていないのが現状と言わざるを得

ません。これには、先日もある男性の方がですね、「あんな仕事は、ご飯食べさ

せてちょっとオムツ変えるだけだろう、誰でもやれるさ、外人さんでもやれるだ

ろ」とおっしゃっているシーンがありました。そういった言葉を直接自分が受け

たわけでございますけども、本当にそうなのかそうじゃないのかと言いますと、

そうではないというふうに思っております。必要な基礎知識、技術や経験、人間

性、どれもなくてはならず、誰でも出来る仕事というものではないというふうに

思っております。 

話を戻しますけれども、本町は高齢化率が４３%から加速していくこの先１０

年を見越しても、また２０５０年問題ですね、そういったものを視野に入れても、

今から介護予防に力を入れて、在宅支援に力を入れていかなければならない状況

にありながら、その介護予防や在宅支援を中心で担う人がスッポリといなくなる

という状況です。そうなると現在の状況から推測して、その介護の中心を担うの

は誰なのかと。この問いに対して、皆さんはどのように考えるかなというふうに

考えてもらいたいですが、それは、介護の中心を担う人は妻ですか、夫ですか、

お嫁さんですか、息子さんですか、娘さんですか、ヘルパーさんですかと、この

ように考えた場合にですね、一体誰が担う想像をして次の世代の包括支援を考え
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ていくべきなのかと。白川町になりますと、多くの方はきっとお嫁さんだと答え

る方が多いんだと思います。しかし私は、医療福祉に携わっている者でもありま

すので、ここ数年の状況からしまして、その形もそろそろ終わりに来ているんじ

ゃないかというふうに考えております。なぜならば、先ほどもスッポリいなくな

るということを言いましたけども、なぜならば子供さんたちの多くというのは、

町を出ていってしまっています。長男さんが家を継いで残っているというケース

も段々と尐なくなってきています。ここでまた将来の不安を加速する現象という

のが、そういった言動がありまして、それは、子どもさんを持つ親御さんがこう

いうふうに言われます。自分の子どもには世話にならないようにしたい。子ども

には子どもの人生や将来があるから子どもには迷惑をかけれないし、かけたくな

い。という事をよくおっしゃっているところによく出会うわけでございます。そ

うなるとこの先、一体誰の世話になって誰に迷惑をかけていくということになる

のかということで、この状況をしっかり認識しないと、この町の支援、こういっ

た訪問支援というのは全然維持できないなと、支援が継続出来ないということで

す。先ほども言いましたようにお家でみる人がいなくなるという状況です。私は

冒頭で言いましたけども、担い手がいないという事に非常に危機感を感じている

ということを伝えております。本町の包括支援センターをはじめ、保健福祉課の

包括推進係というところがございますし、医療福祉に携わる責任者の皆さん方も、

その危機に関して、何等かの対策をお考えなのかなということを思っております。

訪問支援の仕事はこれまで数多くみさせて頂く中で、去年の豪雤災害や台風災害

の時にどうされていたかということをご紹介したいと思いますが、災害があるか

ら台風が来たからと言って一般的な常識で考えて、それでサービスを中止してい

ると思われますかということで、それは大きな間違いで、そういった訪問の仕事

というのは命に関わる支援なので、雤が降ろうが大雪が降ろうが、通行止めにな

っても回り道して、う回路を通じてその方のところに支援に行っている状況です。

やはり行って必ず支援をしないと、明日には出来ない、やっぱり命がかかってま

すので、そういった訪問に回る方々も正に命がけの仕事だというふうに言えると

思います。ですから先に言いましたように誰でも出来る仕事でしょということは

言えない非常に責任感と努力と使命感の必要な仕事であるということがご理解頂

けると思います。しかし最初のデータで言いましたように、この９４．２%の訪

問介護の職員さんがパワハラやセクハラを受けているということで、そういった

ことから若い人でもせっかく就職しても辞めてしまっているのが現状にあるかと

思います。しかも、現在の働き手の方も高年齢化しておりまして、１０年後にど

うなっているのかなと、退職してしまっている可能性もあって、次の担い手の方、

若手の方が全然育成出来ていないという状況です。先週ですかね、昨年度に比べ
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て訪問介護支援の利用の減尐が報告されておりますけれども、これは訪問介護を

受ける利用者さんが減ったのではなく、支援する側の職員さんが減ったことによ

って実際にサービスを受けなきゃならない人達が、サービスを受けれない状況に

なっているというデータでもあるんではないかと、そういった実態を含んだ結果

であるということが言えると思います。今後の本町の介護支援はどうなるのか先

行きがちょっと不安でなりませんが、今まではできたなということができなくな

ってきているというふうに思います。 

尐し話は変わりますけれども、飛騨市へ視察に行くことがございましたので、

飛騨市の市長さんから飛騨市では特養夜勤者処遇改善臨時交付金事業で夜勤手当

を一人７００円付けていますよと、そういったお話がございました。それはなぜ

ですかと聞いたところ、夜勤者の確保が困難で、やはり離職が進んでいるという

ことに歯止めをかけたいということでありました。本町では、やっぱり全体的に

ですけれども、働き手の高年齢化が目立つようになりました。もちろん訪問系だ

けでなく施設系も同様であります。高齢化最先端の本町は高齢者医療福祉の担い

手確保に独自の施策が必要であるということを感じております。また厚労省では、

今年１０月、消費税の増税を機にだと思いますけれども、勤続１０年者に８万円

の処遇改善をするというような話もでております。そこで１つ目の質問をいたし

ます。 

本町はこの訪問支援人材不足をどう捉えているのか。サービスを受けられるは

ずの方々が受けられない場合、誰に相談をしていくのか。または現場でその都度

優先順位をつけて支援をしていくようなことになるのか。そういったことが、人

手不足が改善されない場合は、国の示す包括支援システムから大きくかけ離れて

いくのではないかということで、そろそろ力の入れどころを本町も見直していく

べきではないかと思いますので、真剣な答弁をよろしくお願いいたします。 

○ 議  長  答弁を求めます。 

 包括推進専門監。 

 （包括推進専門監 三尾三和子君）     

○ 包括推進専門監  それでは、３番梅田議員の一般質問の①、訪問支援人材不足をどう捉えている

かについて答弁させていただきます。訪問介護員につきましては、一般的なヘル

パーの名称を使わせていただきますので、ご承知おきください。 

まず平成２９年の１月から３月に行いました介護保険第７期計画策定資料のア

ンケート調査で、皆さんが介護が必要になったときにどのように暮らしたいかと

問いましところ、「自宅で家族の介護と介護保健サービスを利用しながら暮らし

たい」という答えをされた方が、要介護認定者のうちの５２％、一般高齢者の方

の４４％を占めて、前回の平成２６年の調査よりもポイントが上がっていました。
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さらにこの希望する生活を支える必要なサービスとして医師の往診、訪問看護、

この２つに次ぎましてヘルパーが上がっており、在宅介護での生活に必要とされ

る専門職であるということがよく分かりました。 

ご存じのように、町内には社会福祉協議会の「白川町訪問介護センター」と、

白川病院の「ヘルパーステーションやまびこ」の２か所のヘルパー事業所があり

ます。ヘルパーの業務としては、要介護利用者の入浴・オムツ交換・食事介助等、

直接介護に携わる身体介護、そして要支援や軽度の利用者に対する掃除・洗濯・

買物代行等の生活援助の２種類があります。概ね週１回から多い方で毎日２回な

ど利用者のケアプランに沿って訪問をされています。２つの事業所共にヘルパー

利用実人員は減尐傾向にあります。したがって介護保険の給付費も減尐していま

す。軽度の方の生活援助のニーズはありますが、重度の方の身体介護の実人員の

減尐が目立っています。これは要介護度の高い重度の利用者の場合、家での入浴

ができなくなった場合に、特浴のある通所介護、デイサービスの方に移行をする、

または入院や入所といったものがその原因であるということを、現場の方から話

を伺ってまいりました。 

事業所のヘルパーの人員なんですけれども、こちらも５年間で若干減尐傾向に

あります。現在４０歳以上の正職員が、２つの事業所で合わせて６人、６０歳以

上のパートの職員が合わせて８人ということで、２０代～３０代の次代を担うべ

き若手職員の、実際に応募がないというのが現実だそうです。実際に５０歳後半

になりますと、ヘルパーさん自身も体力の衰え、自分の体調不良等で身体介護に

あたる事は辛くなるということもお聞きしております。また、訪問系のヘルパー

の仕事というのは、集団で対応するデイサービスの職員以上に、その場で一人で

判断する力、本人や家族との人間関係を培う力、基本的な訪問のマナーを身に付

けておく必要があり、細かな配慮が求められておりますので、その業務の大変さ

は大変大きなものと認識しております。議員ご指摘の介護職員全体で９４．２％

というパワハラ、セクハラの高さも人材確保の大きな壁になっていることも考え

られることかと思います。今後を予想しますと、今のままの状況で進む高齢世帯

の割合は、増加していくと思われますので、ヘルパーの人材不足が懸念され後継

者の育成は必須だと思います。 

平成２８年度に私どもの包括推進係が新設された折に、初めて町内介護サービ

ス事業所の担当者会議というのを開催しました。ヘルパー部門での課題は、やは

り利用者の減尐、特に身体介護の減尐と後継者不足であったということを今も記

憶しております。そしてこれは白川町に限ったことではなく、近隣のヘルパーの

合同研修会等でも同じような課題があがっているというふうにお聞きしておりま

す。このような現状でサービスの回数や質を落とさないために、例えば一日３回
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の服薬援助、３回の訪問の場合は医師と相談して服薬回数を１回にして訪問を１

回にして対応する。それから、週何回かの訪問を２つの事業所でそれぞれ調整し

ながら入るということを、ケアマネジャーが間に入りまして、相談しながら工夫

されて、今利用者に対してのホームヘルパーの数は概ね充足されていると理解し

ておりますが、若干土曜日、日曜日の対応ができないという事例も実際にお聞き

しております。 

今後の人口推計で、２０２５年問題の年には、本町は既に前期及び後期高齢者

の実人員は、もう下り坂になっておりますので、現在のヘルパーの数をこのまま

維持していけば、今現在相当のサービスの提供は可能かと思われますので、人数

の維持のための段階的な人材確保が必要と思われます。ヘルパーの事業所も各自

努力をしておられますので、継続をしていただきたいと思います。 

また、社会福祉協議会の福祉指定校での介護に関する啓発を通して子ども達に

介護の現場に関心を持って貰うことは基本的に必要なことです。またヘルパーと

して働くには、資格をとらなくてはいけません。現在、県内各所で行われている

介護職員の初任者研修への受講者に対し、資格取得後に町内事業所に勤務する条

件を付した参加費用の助成について、これは考えていけるかと思います。特に、

定年間近で次の職を探す年代、子育てが済み保育園入園中ならパート勤務が可能

な年代をターゲットに受講を呼びかけていくことが良いかと思います。必要に応

じて、それらの研修を業者委託で、町内で開催することも検討の余地があると思

われます。また、保健従事者には学資資金貸付け事業がありますけども、これを

介護関係の学生に拡大することも可能ではないかと思われます。減尐する身体介

護につきましては、あわせて住宅改修や福祉用具の利用により、家族もヘルパー

も介護しやすい住環境の整備を勧めていくことも、冒頭のアンケートでお示しし

た在宅での生活希望の達成に近づくことではないかと考えます。以上、質問に対

する答弁とさせていただきます。 

ここで、議長さんに反問の許可をいただきますようにお願いいたします。 

○ 議  長  はい。許可します。 

○ 包括推進専門監  ありがとうございます。  

では許可がでましたので、梅田議員さんに質問内容の詳細を反問させていただ

きますが、提示していただきました介護職員へのパワハラ、セクハラの％は想像

以上に高いデータでした。この統計なんですけれども、これは日常的にセクハラ、

パワハラを経験しているという方の答えなのか、又は就労した中で１回でもその

経験をしたことのある職員が「ある」というふうに答えられたものかどうか。そ

してまたこのデータなんですけども、出どころが全国老人福祉問題研究会とされ

ておりますけども、これは全国くまなくとられたデータであるかというような、
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その統計の範囲ですね、そういったものが分かれば教えていただきたいと思いま

す。 

そして、また反対の面から、町内の事業所のヘルパーさんに聞き取りをしたと

ころ、「尐しでも状態が良くなってご本人の出来ることが増えると嬉しい」とい

う仕事のやり甲斐感を直接聞いてきましたので、もしこの仕事に就いて「良かっ

た」とか「やり甲斐がある」というような前向きなそういう統計結果をご存じで

あれば教えていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○ 議  長  はい。３番 梅田君。回答を。 

○ ３  番  今質問いただきましたことですけれども、ちょっと私もそこまでの資料は、今

日は持ち合わせておりません。こちらの資料はですね。皆さんに一部だけを抜粋

したものでございましたので、もう尐し詳しくお伝えしたいと思いますが、こち

らのデータは、介護現場の従事者を組織するＵＡゼンセン日本介護クラフトユニ

オン（ＮＣＣＵ）という機関がですね、２０１８年４月から５月にかけて、組合

員を約７８，０００人を対象に、利用者やその家族からどのようなハラスメント

が存在して、どのように対応しているか、そういったハラスメントに関するアン

ケートの中で調査を行った結果というふうになっております。 

        この組合員の内、２，４１１名の回答者があったということで、この中でハラ

スメントを受けているという回答者が９４．２％あったというふうに回答されて

おります。どんなハラスメントであったかということですが、攻撃的態度で大声

を出すが最も多く６割を占め、援助行為を強要するというのが５割、その他契約

上受けていないサービスを要求されるとか、制度上認められていないサービスを

要求するなどの、利用者側の理解不足というのも多尐影響しているのではないか

と。また力強く小突いたり、身体的暴力を振るうとか、馬鹿とかクズとか、ハゲ

とかデブとか、机や椅子を叩いたり蹴ったりするとか、性格や身体の特徴を詰る

とか土下座の強要などがあったというような、悪質なパワハラを受けているとい

うことも書いてあります。実際に私もこういった仕事を十何年やっておりますが、

髪を引っ張られたりとか、抓る、蹴るというのは日常的にあることでございまし

た。ということで、ちょっと今の回答にはならないかもしれませんけれども、持

っている資料の中ではそのようです。 

        それから福祉の事業者、従事者の多くについて、その反面どのような思いがあ

るかということに関してですけども、今統計というかデータは持っておりません

けれども、福祉従事者の多くっていうのは、ありがとうとか感謝の思いに救われ

てこの仕事を続けているというふうにも捉えております。過去、私が介護現場の

管理ということで続ける中で、辛い、苦しいと訴える職員の多くに相談に乗って

きたし、自分自身も相談に乗ってもらっていたというふうに認識しておりまして、



３８ 

今でもその相談を受けているわけでございますが、感謝によって救われて、この

仕事をやってて良かったなというデータというのは、また別の要素なのかなと、

別の枠組みで考えるべきかなというふうに思っておりまして、今の質問の答えに

はなりませんけども、そういうふうに考えております。 

○ 議  長  では、再質問ありますか。今の答弁について。 

○ ３  番  はい、先ほど専門監の方から事業所を２つに分けて対応している事例があると

言われましたが、実際に現場の方の声はどうかと言いますと、白川町は広い範囲

であるということから、白楽園の三川にある事業所から例えば佐見に行きました

とか、白川病院の事業所からまた蘇原に出向くとか、非常に長い距離を行って、

３０分ないし１時間の例えば身体やそういった生活の介助をして、また再び三川

に行って、佐見に行って三川に帰るってことは、本当にそれがとてもいいことか

っていうことを考えると、すごくやり辛いというふうにおっしゃってみえる職員

さんがありますので、やっぱり１時間以上かけて行って、１時間の支援をして更

にまた１時間以上かけて帰ってくると、半日仕事が終わってしまうわけなんです

けど、そういった実情が、それで支援がうまくいっているという解釈にはちょっ

とならないのかなと思いますので、その辺についてちょっとお考えをもう１回聞

かせてください。 

○ 議  長  はい、専門監。 

○ 包括推進専門監  確かにそのようなお話をお聞きしております。今、概ね白楽園、社会福祉協議

会のヘルパーは全町、そしてやまびこさんの方が主として白川から佐見というふ

うにお聞きしておりますけれども、例えば社会福祉協議会の場合は、１件佐見へ

行くのが今、パートのヘルパーさんで、たまたま白北にお住いの方でしたので、

その方で対応しているというふうにお聞きしておりますので、その事業所間の中

でなるべく効率よくケアプランを組んでいただく曜日、時間を組んでいただくと

いうことで乗り切っていくしかないかなというのが今の状況です。これは、多分

この先正職さんが中々見つからない場合でも、パートさんであれば自分の近いと

ころから行けるということで、そういった人材が各地区に点在をしておればクリ

アできることではないのかなというふうには考えております。決して距離の長さ

というのは、軽視はしておりませんが、現実のところこの町内を回るには大きな

課題として残ることだというふうには考えております。 

○ 議  長  再質問ありますか。 

○ ３  番  ２つ目の質問へいきます。 

        訪問支援人材の担い手を確保するために、飛騨市のようにその業務に携わって

いく人材に対して、支援手当をつけるなどの具体的な施策や方針を今から考えて

いくべきではないかなと思いますが、その辺はいかがでしょうか。 
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○ 議  長  はい、保健福祉課長。 

○ 議  長  保健福祉課長。 

        （保健福祉課長 田口裕和君） 

○ 保健福祉課長  それでは３番 梅田議員の質問の第２項目目の２番、訪問関係の人材を確保す

るための支援策を考えていくべきではないかというご質問にお答えしたいと思い

ます。  

        議員が言われるように、いろんな方面で介護、福祉関係の人材不足と言うよう

なことをよくテレビなどでも聞きますし、そういった声を聞くようになりました。

全国的なデータでは、不足している理由としまして、募集をするが採用までがな

かなかできないというのが８８％で、採用困難な理由として挙げられているのが、

他社との人材確保の競争が激しく獲得できないというのが５７％になっており、

他産業に比べて、議員が言われますように、労働条件が厳しい、良くないといっ

たのが５６％となっております。仕事がきつい、給料が安いなどであります。 

        では、町内はどうなのかということでございますけども、訪問系の職員など状

況については、先ほど専門監からお話があったかと思いますけども、生活環境の

変化から、在宅から施設への傾向とともに、提供する側の人材も減っていること

もあって全体的に減ってきているような状況と思われております。絶対的に足り

てないという訳ではないようでございますけども、ただ、今後のことを考えれば

職員の高齢化などもあり、段階的に補充をしていくことを考える必要があると考

えます。 

支援の一つとして、議員からは飛騨市の夜間手当など支援の提案がございまし

たけども、飛騨市では人材が確保できずに、特養のベッド数が埋まらないといっ

た状態が続いておりました。そういうことから飛騨市では、平成２８年度からそ

の夜間の手当の実施を始めたということで、３カ所の特養では、現在、満床にな

っているとのことでございます。事業的効果を聞いてみますと、職員の方から効

果はあったのではないかと聞いております。 

本町におきましても現在、直接的に対応策についての要望というのはありませ

んが、今後、段階的に補充を考える上で一つの支援策だとは思いますけども、支

援策を考えるにあたりましては、事業所からも意見を伺いながら、本町で必要な

支援策を、どんな支援ができるのかということを検討して参りたいと、そんなふ

うに思っております。以上梅田議員からの答弁とさせて頂きます。 

○ 議  長  再質問ありますか。 

        はい。 

○ ３  番  すみません。先ほど専門監からの答弁にもう尐し関係していることになってく
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ると思いますので、ちょっと合わせて聞きたいと思いますが、２０２５年までい

くと白川町はそこから高齢者は尐し減尐していくであろうということで、後、今

から計算しますと６年ですね。後６年間を何とか今の人数で維持できればもって

いくということなんですけども、この６年間ないしその６年以降もですね、今段

階的に支援をしていかなければというこの段階的な支援の詳しい内容を尐し教え

て頂きたいんですが。 

○ 議  長  保健福祉課長。 

○ 保健福祉課長  議員が言われた白川町の高齢者の状況、全国的にはこれから６５歳以上のピー

クを迎えるということになるわけでございますけども、白川町は先ほど専門監が

お話しましたように、６５歳以上のピークはもう既に超えております。その内、

前期高齢者のピークは平成３２年ごろ、来年度あたりで、後期高齢者に至っては

現にピークを越えて、全体的に下がって来るということでございます。段階的に

と言いましたけども、やはり全体的な従事者数としましては、現状の数で足りて

いくのではないかと思われますけども、やはり高齢などにより退職される方、出

来なくなる方がございますので、そういったところを現状が維持できるような形

で支援をしていければということで、来年度、介護保険では次の８期計画に向け

る検討がされるようになっておりますので、来年度から８期計画に向けての対応

策の中で考えていければと思います。 

○ 議  長  再質問ありますか。 

○ ３  番  今、現状ですけども、元気な高齢者向けの取り組みというのは、非常に本町は

多くて、スポーツとかサロンとかカフェとかそういった取り組みは非常に多いと

思いますが、そうでない高齢者の方々向けの支援というのはちょっと消極的であ

るというふうに思います。平成３２年から全体的に高齢者の方が増えなくて、下

がってくるよというところなんですけども、そこに対して下がって来るからそれ

を待ちましょうというふうなことなのか、やっぱりそこにしっかり今でいう８期

の計画の中にしっかり組み入れられていくというふうな解釈でよろしいのかどう

いうふうでしょうか。 

○ 議  長  保健福祉課長。 

○ 保健福祉課長  ８期の中へは、今言われた不足する介護の支援者ですね、支援者に対する支援

ができるようにする援助、先ほど専門監が言ったような資格を取得するための支

援だとか、いろんな研修会をする支援、そういったところを増やしていこうとい

う思いです。 

○ 議  長  再質問ありますか。 

○ ３  番  再質問はありません。次の質問にいきたいと思います。 

        ３つ目の質問ですが、今外国人労働者ということで、国も非常に慎重に進めて
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いるところでございますが、技能実習生等の受け入れについて、これから本町の

医療や福祉の事業所で、積極的にと言いますかそういった形で採用していく方向

性はあるのかということについてお聞きしたいと思います。 

○ 議  長  はい、答弁。保健福祉課長。 

○ 保健福祉課長  それでは３つ目、外国人労働者の技能実習生などの受入れについてのご質問に

対するお答えでございますけども、事業所が積極的に受入れを進めることについ

てどう考えるのかというご質問と解してお答えさせて頂きます。 

        外国人の受入れ拡大につきましては、政府は今年４月から拡大すべく新たな在

留資格を設けることとしております。現在介護現場で就労できる外国人としまし

ては、六つの条件が定められており、その条件にあてはまる方が在留資格のある

外国人ということで、就労ができるようになってくるわけでございます。受入れ

側としましては、日本語ができる外国人であれば問題が尐ないとは思いますけど

も、コミュニケーション力、または対応するための会話のできるスタッフ、ある

いは日本語教育などが必要となってくるのではないかと思われます。 

        また、外国人介護人材の受入れなどにつきましては、県が委託をして外国人受

入れに関する相談や受入れ準備に係るアドバイスなど、こういったことを無料で

相談窓口を開設しているところもありますので、事業所の中で今後、外国人労働

者の受入れを考えているところがあれば、窓口の紹介などをしていきたいと考え

ております。また今後におきましては、どのような支援ができるのかその対策に

ついては、将来的に介護支援者の人材不足のことも懸念されることもありますの

で、外国人労働者を受け入れる事業所などからいろんな意見を伺いながら、どん

な支援策ができるかを考えて行きたいと考えております。 

これも方向性としましては、次期の介護保険計画、８期計画の中で検討してい

ければと考えますし、国、県などにも外国人労働者の受入れに対する支援の要望

などをしていきたいと考えております。以上、梅田議員からの答弁とさせていた

だきます。 

○ 議  長  再質問ありますか。 

○ ３  番  何より命に関わるということで、皆さんも明日は我が身ということになってく

ると思います。やっぱり早期かつ慎重に今後も対応が、この件に関してはなされ

ていくということを希望して質問を終ります。 

○ 議  長  引き続きまして、４番 服部圭子君の質問をお願いします。 

       （４番 服部圭子君） 

○ ４  番  それでは議長のお許しをいただきましたので、私は今回一問一答方式というこ

とで質問をさせていただきます。町民の方には一問一答方式というのが、今回か

ら始めてですので、尐しそれについても説明させていただきます。何度でも議員
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の方が質問をできるということで、３０分の時間を設けていただきまして質問で

きるものです。 

        それでは私の質問に入らせていただきます。子育て・若者世代の定住促進をす

るために、消防団活動の発展的改善はということで質問させていただきます。白

川町消防団の団員の皆様はじめ関係機関の方々には、町民の安全と安心のために

日々ご尽力いただき本当に感謝申し上げます。消防団活動は、子育て・若者世代

の方々が主な団員であります。消防団活動について、その若い世代の団員の方々

やそのご家族の方に、ご負担になっている部分があることを以前から耳にしてお

りました。若者、子育て世代の定住は、白川町にとっては最重要課題として取り

組むべきであることは、言うまでもありません。消防団を担っていただいている

男性の方々やそのご家族が白川町で住んでいて良かったと思えるよう、時代に合

わせた改革をしていくのが私たち年配者や行政の役目でもあると思います。団員

や家族の悩みをなるべく早く改善し、消防団活動を充実感や意欲をもって続けて

いただけますようお願いしたく、町に質問をさせていただきます。 

まず１番目には、操法大会について質問いたします。操法大会の練習が夜間の

ために、子育て中の家族の方々は、訓練中何日もお母さんひとりで子供をお風呂

に入れて寝かせつけなくてはならなかったというような話を聞いています。同居

家族というのは尐なくなっていますし、おじいさん、おばあさんがいる場合でも

見てもらえるとは限りません。中には、練習の間お子さんと奥さんで、遠方の実

家に帰っていたという家族もあります。以前、団員が多くいられた時代には、小

さいお子さんを持つ団員は訓練を配慮されていたとも聞きます。しかし、これだ

け若者人口が減っている中、それも簡単ではなく、選手メンバーの確保にはどの

団も苦労されているとお聞きします。また、岐阜にイジューのテレビ放送でも、

操法練習後の帰りが遅い日が多く、お酒を飲んで帰り、夫婦げんかに発展すると

いう場面も記憶に新しいと思います。操法大会について、このような若者や子育

て世代の悩みをきっと把握されておられると思いますが、どのように改善されよ

うとされているのかを質問いたします。 

○ 議  長  答弁を求めます。 

 総務課長。 

 （総務課長 佐伯正貴君）  

○ 総務課長  それでは４番 服部議員さんの質問にお答えさせていただきます。 
まず、今回ご質問をいただいております消防団という組織についてですが、消

防組織法第９条に基づいて設置されている消防機関であり、団員は町長の承認を

得て団長が任命するということになっています。 

次に、本町の消防団の現状について尐しご説明させていただきます。地域防災
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の要となる消防団は、地域住民の生命、財産、身体を災害から守るため、献身的

に仕事を持ちながら昼夜を問わず、重要な役割を担っていただいております。平

成３０年４月現在の団員数でございますけれども、消防団員３４５名、機能別消

防団員が４６名の合わせて３９１名で組織しておりまして、消防車輌が、消防自

動車３台と小型ポンプ付き積載車２３台の２６台ということで配備しております。

その活動内容でございますけれども、火災、災害対応をはじめとしまして、水難

救助、行方不明者の捜索、大雪時の除雪や地域行事への協力など、大変多岐にわ

たっております。 

最近では、各分団とも団員の確保に苦慮しておりますけれども、消防団員のＯ

Ｂの方に協力を求めて、第３分団を除きまして、平成２５年度から順次機能別消

防団員として、緊急時の火災出動や災害時の活動にご協力いただいております。

特に、本年度、昨年でございますけれども集中豪雤や台風の発生が多く、白川・

飛騨川の増水、土砂災害によりますそれに対しましての警戒ですとか避難誘導、

また、火災発生による出動など、例年以上に大変多くの出動をいただいておりま

して有りがたく思っておるところでございます。服部議員におかれましては、消

防団の必要性については十分ご理解いただいているものとさせていただき、ご質

問に対する答弁をさせていただきますのでよろしくお願いします。 

毎年５月下旪に行っております町の消防操法大会でございますが、平成３１年

度には第５０回目の節目の年を迎えます。操法大会は、消防団員の消防技術の向

上と士気の高揚を図り、火災の鎮圧にあたって迅速かつ適切な消防活動を行うこ

とを目的として開催されておりまして、町大会、郡大会、県大会を経まして、最

終的に全国大会まで通ずる大会となっています。この操法大会でございますが、

先ほど申しました本来の目的のほかに、その大会に向けて団員が一同に集まり、

様々なことを相談できる場であると思っております。普段の生活では中々顔を合

わせることが尐なく、また、年齢も１０歳以上も離れた者どおしが、一つの目標

をやりきるために協力することで、地域のことを知って、親密な関係を構築でき

るそんな良い機会であると思っております。地域で気軽に声を掛け合え、また助

け合える、そんな関係を構築するためにも有効な場であると思っております。 

いざ訓練を実施しますと、参加するからには大会で良い成績を収めたいと思うよ

うになり、訓練に熱が入ってくるのも当然のことかもしれません。しかしながら

団員数が減尐致しまして、また職場も遠方である団員も多くなってきており、過

度な訓練期間でございますとか、夜間遅くまでの訓練が団員でありますとか、家

庭にも負担になることもあろうかと思っております。今後の大会運営につきまし

てですけども、訓練期間ですとか操法大会への出場のあり方、そういったことも

合わせまして、消防団と検討しながら負担が軽減できるような改善について模索
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していきたいとそういうふうに考えておりますのでよろしくお願いします。 

○ 議  長  再質問はありますか。 

 はい。                

○ ４  番  ありがとうございます。質問です。操法大会というのは、消防団にとりまして

先ほど技術、指揮、操法の基本技術の習得という面で必要だというふうにおっし

ゃられておりましたが、操法大会は消防活動の中では、昭和２３年からずっと続

けれれているというふうに私の方では調べさせてもらったんですけれども、この

大会には絶対に出場しなければいけないというような位置づけなのでしょうか。 

○ 議  長  総務課長。 

○ 総務課長  先ほど答弁でも申し上げましたが、操法大会、消防協会の中で行っております。

全国の消防協会がございまして、その中に県の消防協会がございます。郡の消

防協会がございまして白川町消防団、その協会の中の１団としております。そ

の中で全国大会まであると申し上げましたけれども、それぞれの町村の消防団

員が勝ち上がっていきまして、最終的に全国大会までということで、本町にお

きましては、この５月の時期において操法大会を行うところへ向けてこの春か

ら新入団員を迎えてその中で操法の訓練をしておりますけれども、全国的な中

では本当にその組の中で１位、２位というようなところについては、１年中操

法をやっているような消防団もございます。そういった中でうちはその時期だ

けということでやっておりますけれども、その操法大会に出場しなければいけ

ないかどうかというところでございますが、絶対でなくてはいけないというこ

とはございませんけれども、その協会の中の１団として白川町消防団がござい

まして、その中の消防操法大会という行事の中での合わせた訓練でございます。 

        先ほどそれの目的をいくつか申し上げましたけれども、その技術の習得も主で

すけれども、本当は機械を使うことで一番怖いのは消防団員の怪我です。怪我

でありますとか、それによっていろんな障害がおこったりとか、相手の方を傷

つけたりとか、特にそういうことが多いものでございますので、そういったこ

とがないようにということで、本人の技術は元より、その本人さん、周りの方

が怪我等負わないようにということで、間違った機械の使い方をしないように

ということの訓練もその中で修得するということでございます。いきなり有事

の時に出て行ってなかなか使うことが出来んもんですから、その訓練の中で何

日か機械を触りながら、操法のやり方を学びながらそんな中で火災の時の対応

を学んでいくということでやっておりますけれども、その大会に向けてやって

いく一つの目標が大変また大事なことではないかなと思います。ただその先ほ

どの訓練の期間等におきましては、負担のこともございますので検討したいと

いうふうに考えております。 
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○ 議  長  再質問はありますか。 

 はい。                 

○ ４  番  この操法大会に際しまして予算がですね、尐なくとも１７８万円ほど郡大会旅

費、記念品等で出ています。そういうこのお金がですね、効果的に先ほどの例

でおっしゃったいろんな訓練場の怪我防止ですとか、そういった効果として１

７８万円というのが見合っているんでしょうかということもお聞きしたいと思

います。と言いますのは、操法大会の大会のための練習となっているですとか、

訓練による効果が尐ないというようなことが消防庁の調査で指摘されていると

聞きました。平成２０年から行われていますので、協議内容も現代には合って

ない部分もあると思いますし、また救急を取り入れていたりとか、そんなこと

も聞きました。基本操作というものは、短時間で効率よく修得できるようにし

て、現場でもっと応用できるような中身の習得方法というものに変えていくと

いうことも必要なのではないかと思いますが、金額との効果、また操法大会の

訓練による防災的な効果というものについてお聞かせ願います。 

○ 議  長  はい、町長。 

       （町長 横家敏昭君） 

○ 町  長  まず１７８万円の件でございますけども、これについては当然器具等もいるわ

けですし、それと郡大会へ向けての出動の為の交通費だとか、いろんなものが

いるという形の中での予算を組ませていただくわけでございます。これは郡大

会ばっかじゃなくして、町大会の大会におけるいろんなもろもろの、例えば水

道だとかの代金でございます。 

        その効果ということでございますけども、そもそも何のために訓練をやってお

るかというと、私どもは訓練はとにかくやっていただかなければ、消防団の使

命というものは救助者の検索、人命救助等といったそういう項目があるわけで

すけども、それを確実にできるのか、しかも危険に身をさらしてということで

すので、まず第一に気を付けていただかなければならないのは、団員が自らの

身を守るその訓練をしなければいけないということです。その訓練をしないの

が、消防団として現場へ出るというのを我々が一番危惧するところでございま

して、訓練をお願いしておる根本はそこでございます。 

        操法のその訓練はそれにすぐ身についているかということでございますけども、

私も３０年消防団員をやらせておっていただく中で一番思いますことは、本当

に現場に行った時に、その訓練が身に付いておったかどうかがよく分かる例と

いうのがやっぱり火事現場へ行った時の、その上からの指示だとかそういう判

断力という、もう一つは器具の扱いの中で大きな、一刻を争う時に筒先を逆に

持って走ったりとか、そんなようなケースがあってはならないという形も当然
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あるわけですけども、そういった状況の中で訓練をさせていただいております。 

ご承知かと思いますけども、去年１分団が郡大会に出てくれました。その席  

で分団長に、非常に私が感動するあいさつを聞きまして、消防団というのはこ

んなことを思っとってくれるんかということで、本当に感激したことが、多分

議員さんですのでその場に居られたんではないかと思いますけれども、その分

団長は、我々は地域に住んでいるんだと、しかもいろんな役をいただいており、

一生懸命地域を盛り立てようとしておると、操法で団員に対してのあいさつで

すので要員の皆さんはそれを十分理解しとってこの操法に参加をしておってい

ただいて、しかもこんな立派な成績を残してくださることに対して本当にあり

がとうという形であいさつをされたわけでございます。そんな状況の中で、し

かもその分団長は先輩、いわゆる先人がやってくれたその順送りだと、恩の順

送りじゃないかというようなところまで言及をされたというふうに私は記憶し

ておるわけですけれども、そういったものが地域、いわゆる先ほど地域の活性

化だとかいろんな話をされるわけですけども、その根本というのがそこにある

んではないかなという思いを強くしたわけですし、消防団員の消火だけが消防

団員の活動だけじゃなくして、本当に地域を担っておってくださるという、そ

れに対して私どもは報いていかなければならないという思いでおるわけです。

その中で私どもの時もそうでしたんですけども、出来るだけ訓練を効果的にし

ようじゃないかということで、その世代によってそれぞれが勘考されておりま

す。今、お聞きしとりますと各大会においては、期間も限定して１週間なら１

週間だけだという話しをされておるわけでして、現実にその１週間が守れとる

かどうかは別として、ほぼ１週間以内の中で競技をされておるというふうに伺

っておりまして、その中で如何に短時間で効果がでるかいうような訓練をされ

ておる、それくらい努力をされておるということでございます。そのことは本

当にご承知かどうかをお聞きしたいなと思います。 

○ 議  長  質問。 

○ ４  番  操法大会について続けて質問させていただきます。このような操法大会は、団

員自身の命を守る事であり、そしてそこに出て、今までずっとやっておられる

ことについては、私も十分に感謝しきれない面でありますし、私自身は実際に

消防団に入ってはいませんので、外部の者として十分そのご苦労が分かってい

るとは言い切れることはできませんが、消防団の活動についての理解と感謝と

尊敬、そういったものについては議員としてもそうですが、一町民として持っ

ているつもりですので、その辺はお伝えさせていただきます。 

その上で私は今回、子育て・若者世代の方たちが、やはり操法大会での苦し

い事情を訴えてみえるということの前提でちょっとお伺いしております。この
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操法大会の中で訓練が大事だということをお伺いしましたが、例えばですね、

人数が尐なくなっているので、子育て中の方々はお家で奥さんが、先ほど最初

に冒頭にも申しあげましたけども、実家の方に帰っているということがあった

りします。今私たちの時代には、お父さんの子育て参画も非常に重要です。夜

の家庭の時間を短期間とはいえ、家族の理解が十分にされた上でしたらなんで

すけども、岐阜にイジューにもありますように、家族の方々の理解が得られず

我慢していたり不満があったりということの前提で、やはりお父さんが、お父

さん自身は消防の活動に対して一生懸命されているということはあるかと思い

ますが、その点での理解がなかなか得られていないというのもあるかと思いま

す。これは私たちが、とても重要なこととして考えていかなくてはいけなくて、

それについても１週間とかそういった期間を決めて、なるべく負担がかからな

いように努力されているということは伺って認識はさせていただきました。 

        そこでですね、操法大会には子育て中の団員の方は免除できるような、例えば

５分団、白川町はとても人数が多いですが、５分団という分団を抱えています

が、そこを例えば競争という、大会出場のための競争ではなく、オール白川の

１チームにするですとか、そんな形で、やはり人数が減って若者の人口が減っ

ている中での大会の在り方を、今考えておられるということでしたが、そんな

ようなことを考えていっていただくのがいいのではないかと思います。そうい

ったふうに検討されているということですが、その検討の仕方のところでです

ね、団員の方々の実際の思いを聞いていただくということについて、再質問さ

せていただきます。 

        思いを聞いていただく時に、やはり、これはある調査なんですけども、実際に

匿名でアンケート調査をとったと、そういった時に家族が犠牲になっていると

答えた方が、これは１００名余りの調査らしいですけれども８１％、又は非常

に辛い、名誉ではないというふうに答えていた方が８２％あったという、それ

は全く白川町ではありませんけども、そういったやはり言うに言えないような

思いはあると思います。ですので、まずはそのような実際は、自分はそういう

大会は辞めてほしいとか、そういった声もありますので、匿名のアンケートを

団員の方々にとっていただいて、その事実の確認をした上で、操法大会の在り

方や回数、それから方法などを見直すというような方法をとっていただきたい

と思いますがいかがでしょうか。 

○ 議  長  町長。        

○ 町  長  アンケートにつきましては、いわゆる匿名でアンケートをとらなくてはいけな

いような、今消防団がそんな雰囲気なのかということをまず疑問に思うわけで

す。今私ども話を聞いてますと、消防団の皆さん、操法の後、本当にいろんな
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話をされるというふうに聞いてまして、その中で改良されるべきだというふう

に思いますし、中にいろんな話を聞いてますと、消防団をやりたくないから移

住するとか、いろんな思いがあるというような話も聞いておるわけですけども、

私どもも今一番提案してますのは、先ほど移住のテレビ番組、ちょっとあれは

誇張した部分もあるわけですけども、その中で特に、団員の皆さんは先ほど言

われたような通りですけども、今消防団員の家族そろっていろんな、例えば要

員の家族の人達とそういうコミュニケーションをとろうというような、そんな

動きもあるわけですから、是非そういった動きの中でそれぞれの意見を聞くよ

うな場を作っていただけるんではないかなという、そんなふうに思うわけです

し、それから最初のところにありましたように、我々は１週間やよと訓練の日

を決めておるわけですし、その中で更に短くできる部分、それから夜間照明を

使ってますから、夜間照明が切れる時間というのも大体決まってるわけですか

ら、その時間を有効に、切れたらすぐ止まるような、それぞれの分団の中で話

し合いができるそういう雰囲気のものをつくっていきたいというふうに考えて

おります。 

○ 議  長  総務課長。 

○ 総務課長  訓練の期間の話しが何回も出てきてますけども、基本的に２０日以内という   

ことで進めておられます。今までもその２０日以内の中で進めておりますけども、

その日数が適正かどうかということもありますし、その中に他のところの分団の

中では、それ以外に自主練習というのもありますので、その辺の負担も合わせな

がらその期間について検討したいということでお願いいたします。 

○ 議  長  再質問。 

○ ４  番  先ほど佐伯課長がですね、親睦を持ったりだとか、先ほど町長もその後の交流

ということが言われています。ですが、それについては、実際は確かにそれは

ありますし、でもそれは例えばスポーツのいろんなことで一緒にやればそうい

った親密な関係はできます。この消防団というのは、消防団に入ってらっしゃ

らない方もおります。また、女性たち、若者定住の女性たちは入っていません。

そうすると、この若者時代にそういった親密な場は、もちろん全くないという

ふうにしろということではありませんけれども、そこで操法大会の目的が親密

になるということが目的であるという点については、それは別の話しではない

かと思います。他に若者たちや他に入っていない方や、それから女性たち、そ

ういった方々との交流は、別の意味でこの町では進めるべき課題だと思います

ので、その親密という点はありますが、それが操法大会の目的ではないという

ことで、操法大会の意味というものについては、疑問視する部分も私はありま

す。というのは、悩みというものに対して、今の分団の中で話し合ってという
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ことがありますが、町長は先ほどの別の方の質問で、第６次総に向けて町民と

みんなでやっていこうか、みんなで話し合っていこうかということを提唱され

ました。やはりこの操法大会が、もしも悩みの一番の重要な一つであるという

ことは聞いて、団員の方々から聞いてはおりますので、実際にこの操法大会に

ついて簡単なアンケートでもいいですので、やはり匿名で事実として、文章と

して、字として皆さんにとるという、その原因のところを見つけないと、この

操法大会はよりみんなにとっても楽しい良い操法大会になっていかないと思い

ます。もう一度、操法大会についてやはり匿名のアンケート、また検討されて

いるという内容について、団員の意見を一人ひとり聞いていくと時間がかかり

ます。ひとつの簡単なアンケートで結構ですので、匿名のアンケートを必ずと

っていただくということについてもう一度お願いしたいですが、質問します。 

○ 議  長  町長。        

○ 町  長  アンケートの件につきましては、私は、町としてはとる意向はございません。 

○ 議  長  総務課長。 

○ 総務課長  先ほどの親睦の件ですが、消防以外の部分でも親睦を図るところがいろいろあ

る、なければつくりなさいというようなお話でございましたけども、消防団の

一番違うところというのは、大体のこのサークル、例えばスポーツであります

とあまり嫌いな方と一緒にやることはないと思います。嫌いな方というと語弊

がありますが、例えば年が離れた方、普段まったく付き合いの無い方、各分団、

各それぞれ地区ございますが、その地区の中でも普段は会わないような方もあ

ると思います。ＰＴＡとかで会われる時の団体であるとか、いろんな団体があ

りますけども、消防については本当にその地に住む人にとっては特殊なそうい

う関わりを持てる場であるということを思っております。いくつになってもそ

の時に付き合いのあった方、その時の自分の上長であった分団長であったりと

かそういう方同士の付き合いというのは、大変深い物があると私はこの所に住

んでおって思ってます。いくつになってもその時に付き合いのあった方につい

てはお願いすることもできますし、そういったところでフォローもしていただ

けますし、そういった絆をつくるためには消防団というのは他のところではな

かなか得ることのできない組織であると私は思っております。 

○ 議  長  再質問。 

○ ４  番  では、次の質問もいきたいですが、もしも子育て世代の方が出たくない、それ

から家庭の不和というようなものに繋がったというようなことがあるとすると

ですね、それは組織の中での上司に逆らえないというようなことが有りがちの

今の世の中ではパワーハラスメントといった面にも繋がるというふうにも思え

なくもありません。ですので、町としては匿名のアンケートをとるような気が



５０ 

無いということですが、団で考えていく時に匿名のアンケートをとって、事実

としてやっぱり吸いあげる努力をしていただくように要請することについては

お願いできますか。 

○ 議  長  町長。        

○ 町  長  はい、これは団の意向にお任せをするものでございます。 

○ ４  番  では、次の質問に移らせていただきます。 

        報酬についてお聞きします。消防団への報酬についてですが、消防団員には予

算で各個人に報酬が組まれております。各団に入り、分配されていると聞きます

が、個人には入ってこないところが多いようです。団員の方からこんな話を聞い

たことがありました。そういうお金が出ていることを知らなかったし、自分はお

酒も飲まないし、報酬があるのだったら尐しでも家族のために使いたいとおっし

ゃっていました。 

美濃加茂市では、今年から市が直接報酬を振り込むと聞いております。白川町

もそのようにしてはいかがでしょうか。そして、団の活動にもし必要な経費が団

にあるのならそれをしっかりと団に予算化して必要経費は出すべきだと思います

がいかがでしょうか。 

○ 議  長  はい、総務課長。 

○ 総務課長  質問の内容で確認をしたいことがあるのでよろしくお願いします。団の活動に

必要な経費が、その団に予算化をして必要経費は出すべきということでしたけれ

ども、団の中の収入とかをいろいろ町の分とか他の分とかありますが、その部分

を団の方が予算化するということなのか、そこで必要な分は全て町が出しなさい

という意味なのか、その部分をちょっと確認したいですが。 

○ 議  長  はい、服部議員。        

○ ４  番  団の訓練等活動交付金という形ででも団にはお金が出ていると思います。今、

個人のお金を団に町の方から入れて、それが個人の方に配分されているとかされ

ていないっていう部分だと思います。その使うお金で、団でどうしても必要なも

のがあればそれは団に入れる、この平均４２，０００円が払われているんですが、

それでもそれが個人にいくと使えない、団として使えないというようなものがあ

れば、それはきちっと団にお金が支払われるべきではないかという意味でしたが、

お答えになってますか。  

○ 議  長  いいですか。 

○ 総務課長  では質問いただきました報酬の部分について、お答えいたします。報酬につい  
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てですけれども、本町の方では消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する

条例というのがございまして、その１２条の中で団員には、階級に応じて報酬

を支給するというように示しております。その支給方法については、条例等に

は特に明確なものはございませんが、ご質問にありましたように美濃加茂市で

は平成３１年度から個人払いに変更する予定でありまして、それ以外の可茂管

内の町村については、今まで通りの支払いの予定であると聞いています。 

団員報酬につきましてですけども、各それぞれの分団の会計担当者の方が、会

議の賄いですとか軽微な機材購入ですとか、慰労会というものにあたります部分

を団員報酬、それから先ほど申されました訓練交付金、そういったものを原資と

して管理いただいております。 

行事ごとにそれぞれの徴収を行う、その時の会費のようなものですね、そうい

ったものを徴収を行うといった会計の複雑化を避けるために、今は分団の一括管

理にしたいという考え方からこの方法を採用してきたという経緯がございます。

個人に団員報酬を支払いして、その後徴収する方法にするか、また団の方に直接

支払う方法にするのかというところでございますけれども、適正な会計処理が行

われるようということが第一条件でございますので、その管理をしながら良い方

法を今後消防団と相談して検討したいと考えております。 

また、この報酬とは別に車輛整備に対します報酬、それから火災等の出動に

対します出動手当、先ほどの訓練等出動交付金、そういったものも消防団の活

動に必要な経費について、町の方では予算化をしまして支出しております。そ

れ以外には退団される際のその慰労に対します退職報償金、こういったものも

応じて支給しておりますので、よろしくお願いします。 

○ 議  長  再質問、はい。  

○ ４  番  そうですね、郡の練習、訓練等ということで、全体では６４０万円ほど、５つ

で割りますと約１２０万円、そして団員報酬が全体で１，８７０万円というの

があるというふうに思っておりますが、この団員４２，０００円です、団長は

１５６，０００円、それも全て個人には渡ってないということが今回わかりま

して、本当にボランティアをやってらっしゃって、全く個人には公務員、非常

勤特別職の地方公務員であり、非常備消防機関としてやっていただいてる方に
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渡っていないというのは、ちょっと驚きだったんですけど、それについて渡し

ていないという、渡さない理由というのはどのようなものなんでしょうか。 

○ 議  長  はい、総務課長。 

○ 総務課長  先ほど尐し過去の経緯等申しましたけども、分団の方でいろんなことをされる

際の必要な経費を、分団のその団員さんから会費を取って賄っていくという方

法もあると思いますけれども、それをしていくと会計さんも大変煩雑になると

いうことと、こちらかわ直接払って個人にまたバックさせるのかどうかという

ところで、分団で一括でということで、今までの経緯でこういうことになって

きたと思われます。もうずっと昔からですので、その時の経緯でなっておると

思います。 

        後、分団その個人の団員さんに支払いをするという際になりますと、尐し問題

になってきますのがその団員さんが、１年間の報酬ということで年額で決まっ

ておりますので、１年間に消防活動に参加されなかったということも中にはあ

るかと思います。それは本当に出たくなくて出なかったわけではなく、仕事の

都合で１日も出ることができなかった場合とか、尐し遠い所で仕事をされてい

るとかそういうこともあるかと思いますけれども、そういった際の報酬をどう

するかとか、後それぞれの状況の把握の報告をしていただくとか、そういった

手間もあると思いますので、その辺のクリアもしていく必要があると思います。

ですので町として特に個人に払いたくないということはございませんが、事務

手間としてはどうしても今の５つの分団と本部、６つに分かれておりますけど

も、それを３００何某かのところに振込をかけないかんもんですからそこの手

間はどうしてもいりますが、それはこちらの事務の話しだけですので構いませ

んけれども、分団側、それぞれの消防団の分団側の方としては、尐し会計さん

の方の手間はかかってくるかなと思いますので、その辺の調整をちょっとする

必要がございまして、３１年度でその辺のところをもっと分団のほうと調整を

しながらどうするかを検討したいと考えておりますのでよろしくお願いします。 

○ 議  長  再質問。  

○ ４  番  この報酬については交付税として一人３６，５００円が年間でているというの

もあるというのをお聞きしました。また団によってはプールして使ったけれど

も団で残った場合には、それを個人にまた分配するという、そういった団もあ

るそうですので、１人につきこのような報酬が出ているということを団員の皆

様にももう一度周知して、それをどのように使うかということも含めて、団の

方々へやっぱり欲しいと、欲しいといいますかやっぱり個人に払うべきだとい

うような話し合いがもたれましたら、その区別がなかなか全体の中ではプール
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してしまうと、使われたのか使われないのかというところが分かりにくいと思

いますので、その辺の会計が明瞭になるような形で団員の方々にも報告がされ

るよう配慮をお願いしたいと思います。 

○ 議  長  総務課長。 

○ 総務課長  ちょうど今交付税の話しがでましたので、尐し交付税の事だけ触れますけれど

も、多分交付税の載っております基準の消防団の報酬を見られたかと思います。

あちこち載っておりますので、その報酬の額よりもうちはかなり高い金額で交

付支払いをしております。更に交付税の方の単価で入ってきますところが、１

０万人あたり全部で５８３人の団員ということで算定されてます。うち勿論人

口１０万人おりませんので、そっから緩和していきますと１００人ほど団員の

数で実は交付税がきておるという状況です。それプラス更に単価も年額を高め

に、管内でも高い方でございますけれども、そういった中でお支払いしており

ますので、団員報酬が低いということは無いかと思いますけども、そういった

中で交付税プラス他の財源を充てながらお支払しておるということだけ説明さ

せていただきます。 

○ 議  長  はい。 

○ ４  番  答弁いただきまして、よく分かりました。一人に３６，５００円だと４００人

だとすごい額になりますけども、そうでは無いと。１００人ということですね。

その中で４２，０００円という、他の地区は２０，０００円ですとかそんなふ

うに私も調べたところありまして、白川町とても多いなあというふうに思いま

した。ですからより一層個人の方にも渡るようなふうにできるかと思いますの

で、よろしくお願いします。 

        では、私の持ち時間が１２分になりましたので、３番目の質問にさせていただ

きます。 

        消防団活動はスポーツとは違いまして、好きな人が好きなだけ行うものではな

くて、町の安全安心のために団の命令に従って活動されるものです。プロであり

ます消防署が駆け付ける前の初期消火に当たるとはいえ、ボランティアとしての

危険な役目です。また、災害の多い昨今では、災害時出動が常態化しています。

プロの消防士が身につけているような、隊員の命を守るための技術や、災害時救

助について等の研修についてどのように行っているのか、また今後の計画につい

て質問いたします。 

○ 議  長  はい、総務課長。 

○ 総務課長  それでは質問にございます研修等について、お答えいたします。研修でござい        

ますけれども、消防組織法の中では消防の任務としまして、その施設及び人員を
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活用して国民の生命、身体及び財産を火災から保護し、水火災、地震等そういっ

た災害から防除し、これらの災害による被害を軽減するほかに、災害等による傷

病者の搬送を適切に行うというような内容がございます。 

本町は大変広大な面積を有しておりまして、ひとたび火災や災害等が発生しま

すと、消防署から遠い地区においては、その地域を守るのは消防団員だと考えて

おります。しかしながら、専門的な知識を有します消防署員のレベルまでは、な

かなか消防団員の能力を上げて、災害の最前線で活動させるということには無理

がございます。まずは自分の身を守って、火災があれば延焼を抑えて、地域住民

を守る、そんな消防団員を目指すように訓練を実施することが必要ではないかと

考えております。そのための訓練の１つとしまして先ほどの操法大会があるとい

うことでございます。それ以外の部分では、防災訓練でありますとか夏季訓練、

普通救命講習会などの団員の資質向上に向けた研修会も、あまり外には分かって

いないところもあるかもしれませんが、消防署とは消防団と一緒になって訓練を

やっているということもございますので、ご理解いただければと思います。 

○ 議  長  はい。再質問ありますか。 

○ ４  番  研修負担金が２６，０００円ということで、非常に尐ないなと思ったもんです

から。 

それから消防学校からの派遣などもされているというようなこともお聞きして

います。やはり阪神淡路大震災から防災時の出動、地域の防災の中核としての消

防団ということがありますので、尐しホームページ等を見ていますと、例えばチ

ェーンソーの使い方ですとかそういったものも消防の訓練の中で身に付けていく

事、また防災士の免許をとっていくこと、ＩＴ化の研修ですとか、そういった様

々な時代に合った研修をされて、より自信をつけられ地域に自信を持って出て行

っていただける。一番はご本人の怪我ですとかそういったことを守るための研修

をされている面も重々あると思いますが、今後とも更にそういったふうに予算も

とって、目的をもって力をつけていただきたいと思います。そういった自信をも

っていっていただくことで、私たちも本当に尊敬と感謝と、それからかっこいい

お父さんていうような消防団員の方々が人材としても育成されるというのが消防

の場でもありますので、今後ともよろしく進めていただきますようよろしくお願



５５ 

いいたします。 

○ 議  長  町長。 

○ 町  長  当然、幹部になりますと消防学校への、部長さん以上は消防学校へ入学という

ようなそれもありますし、一番私ども願っておりますのは、防災士を尐しでも増

やしていただくような、そのための助成もしておりますし、各自治会ごとに防災

士の皆さん方を増やしていきたいなという思いです。 

消防団の活動というのは決して現場だけではないということもご理解をいただ

きたいわけですし、出して消すより出さぬが手柄というのが消防団の一番の使命

でございます。予防消防に努めるように努力をして参りたいというふうに思って

おります。 

○ 議  長  次の質問。  

○ ４  番  それでは次の質問に移りたいと思います。 

次の質問は、町民と環境を守るために、グリコサホートを主成分とする除草剤、

商品名ではラウンドアップと言います。それの使用を自粛することについてお尋

ねします。 

まず、グリコサホートを主成分とする除草剤の人体環境への影響を検証するた

めに、世界の動きを紹介させていただきます。１番、２０１８年この夏です。８

月１０日アメリカカリフォルニア州では、ランド整備員として働いていた男性

が「癌になったのは除草剤ラウンドアップが原因である」として、メーカーのモ

ンサント社を訴えた裁判で、モンサント社に対し約２億９千万ドル、約３２０億

円の支払いを命じる判決が下されました。オランダ、フランスは即刻これを受け、

グリホサートの使用を禁止、ドイツ、イタリア等３３か国が２，３年以内に禁止

することを発表しています。また中国では輸入小麦のグリホサート残留基準を０

．２ｐｐｍまで厳しくしました。世界保健機関ＷＨＯの外部組織である、国際が

ん研究機関は、２０１５年にラウンドアップの主成分グリホサートを「発がん性

がある可能性のある物質」と指定しました。このような世界の動きを知り、私は

日本の実態に無関心ではいられなくなりました。 

ところが日本では、２０１７年１２月２５日にグリホサートの残留基準を緩和

し、小麦では５ｐｐｍを３０ｐｐｍに６倍に緩和、作物によっては４００倍に緩

和されています。また、日本の大手製粉会社３社の強力粉等からグリホサートが

検出されています。グリホサートは５．２ｐｐｍの薄さでエビが死ぬことが明ら

かになっており、輸入小麦によるパンや麺類などの人への影響も心配です。また、

グリホサートの使用基準のほうも緩和されており、麦、大豆については、収穫前
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日まで除草剤ラウンドアップが使用できるようになっており、その影響も心配さ

れます。このようなことから、私は、使用基準をそのままうのみにしていると、

人や環境に悪影響が出てしまう恐れがあると思いました。尐なくとも、日本の基

準緩和は、国際的には異例で、人と環境を守る方向とは逆行しているのではない

かと思えます。 

アルゼンチンの話ですが、除草剤ラウンドアップの農薬をまいている畑から２

００ｍに住む集落では、農薬の影響で、先天性異常の子供たちが生まれている報

道を知りました。また、安全な食べ物を子供たちに食べさせたいという団体を立

ち上げたアメリカのお母さんの子供さんは、アレルギーと自閉症が、グリホサー

ト使用されていない小麦や大豆に変えたところ、良くなっていったという経験か

ら農薬がおかしいと気づいたそうです。私自身、有機農業を３０年しております。

きっかけは淡路島の猿の研究で、先天性施肥が出ていたことが、農薬で原因であ

ったり、子供のアレルギーでした。アレルギーが食べ物の農薬と関係しているこ

とを知り、苦しみを軽くするために無農薬の食べ物を子供たちに食べさせたいと

いう私自身の願いからでした。 

そこで、質問です。グリコサホート除草剤についての国際的な動きを確認し、

情報を得て緩和された規準をうのみにせず使用については自粛すべきではないか

と思いますがいかがでしょうか。 

○ 議  長  はい、農林課長。 

       （農林課長 三宅正仁君） 

○ 農林課長  それでは４番 服部議員の１つ目の質問の方にお答えさせていただきます。 

グリホサートを主成分とする除草剤の自粛についてですが、国際的な動きに

ついては、インターネット上に様々な情報があげられていることは承知してい

ます。規制については、いくつかの国において実施をしたり検討したり、全面

禁止もあれば、都市や区域、使用する方を限定した規制もあります。また、公

的機関の評価として、国連の世界保健機関の下部組織である国際がん研究機関

が、ハザード評価によりグループ２Ａの「恐らくヒトに発がん性あり」とした

のに対し、同じ国連の下部組織であるＦＡＯ／ＷＨＯ合同残留農薬専門会議が

リスク評価により「食を通じてグリホサートがヒトに対して発がん性のリスク

となるとは考えにくい」としています。ハザード評価は有害の可能性を、リス

ク評価は使用方法や量を考慮して評価するものであり、ハザード評価では「ヒ

トに発がん性あり」とするグループ１に分類された事例としては、太陽光線や

アルコール飲料といったものもあります。日本においては内閣府に所属する食

品安全委員会により、科学的知見に基づいた客観的かつ中立公正なリスク評価

が行われており「神経毒性、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺
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伝毒性は認められなかった」と結論づけられています。 

以上のことよりグリホサートを主成分とする除草剤については、国において安

全性が確認された薬剤として適正な使用に努めていただくことをお願いしてい

くこととなります。自粛については、除草をされる方の判断や、地域内で話し

合いにより判断いただくことが適切であると考えています。以上、回答とさせ

ていただきます。 

○ 議  長  はい、再質問。 

○ ４  番  非常によく調べていただいて、今後ともそのようなアンテナをしっかり張って

いただき、基準を守る事、そういった点について更に指導の方をよろしくお願い

いたします。 

２番目の質問をさせていただきます。  

小中学校や保育園のグランドでは、農薬使用は禁じられていますが、やむを得

ない場合もあると思います。また、お墓や、道路わき、家の周りの除草剤使用も

行われています。ホームセンターにはラウンドアップ除草剤は大量に販売されて

おり気軽に手に入りますので、致し方ないのですが、農地以外に使用する場合に

は、非農耕地専用除草剤として、食品添加物由来のものが販売されておりますの

で、人や環境を守るために選択肢として、町民にも情報提供していただきたいで

す。尐なくとも白川町の管理する施設での使用は、グリホサホートを使用しない

ようにし、人や環境を守るためにこのような農薬に変えていただきたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○ 議  長  はい、農林課長。    

○ 農林課長  それでは２番目の質問についてのお答えをさせていただきます。教育施設にお

ける農薬の使用に関しては、児童が授業を受けている時間帯を避け、使用に際し

ては、保護者や周辺住民を含め周知や安全対策等を十分に実施するよう国から通

知されております。お墓や家の周りなどの民地に関しては個人の判断、公共用地

であれば、国県市町村の判断により、除草の方法を選択することになります。除

草剤の選択については、行政で特定の除草剤を推奨することは難しく、また、登

録農薬でない非農地専用除草剤については安全性を確認することは難しいと考え

ています。除草をされる方の判断や、地域内で話し合いにより判断いただくこと

が適切であると考えています。白川町の管理する施設の除草については、多くは

職員や地域のボランティア、ＰＴＡ、シルバー人材センターなどによる草刈りで

行っています。しかし、中には部分的にボランティアの判断で除草剤を使うこと

があったと聞いています。町としてはなるべく安全な方法による除草作業をお願
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いするように努めていきたいと考えております。 

○ 議  長  再質問ありますか。   

○ ４  番  再質問ありません。次に３番目の質問に移りたいと思います。 

        白川町の農地はほとんどの場合民家と隣接しています。人や環境に配慮するた

めに、農業での除草剤使用をグリホサホート以外の代替除草剤の情報提供をする

などし、自粛を呼び掛けてください。大豆については、日本では、除草剤の収穫

前使用が許可されていますが、町で生産されている大豆はクリーン農業だと思い

ますので、収穫前散布をしていないとは思いますが、その実態と今後の方針をお

聞かせください。 

○ 議  長  はい、農林課長。   

○ 農林課長  それでは３番の質問にお答えさせていただきます。農業での使用においても前

の二つの質問と同様に自粛については除草をされる方の判断や、地域内で話し合

いにより判断いただくことが適切であると考えています。 

集落営農組合での、大豆への使用状況については、県の指導も受け播種前処理

除草として１回の使用があります。ぎふクリーン農業に登録していることもあり、

３年に１回、農薬の残留検査も行っていますが、農薬の残留はないとの結果を受

けています。今後についても県の指導も受けながら適切な農薬の使用をお願いし

ていくこととしています。 

○ 議  長  再質問。はい。 

○ ４  番  農薬の残留は無いということで、やっぱりそれらの豆はですね、豆腐になった  

り味噌になったりと、白川町の大切な大切な加工品となっていますので、今後と

も農薬ですとかそういったものの使用についてはご努力を願うようにお願いいた

します。 

        ここでやっぱり草の対策について、除草剤というのが一つの手なんですけれど

も、私のところは有機農業をやっておりまして、去年ですねスパイダーモアとい

うのを導入しました。草刈りなんですが、肩で掛けなくて、モーターが付いてい

ますので両手で持って進んでいくというようなものです。または、有機農業では

太陽熱でビニールを覆って、草を先ず、種を絶やしてそしてそこに人参を撒くと

いうような方法があります。または草を見ずして草を取れというような、昔から

の農家の方で、やっぱり草が出る前に消しをして草を抑えていけというような技

術があります。この日本では雤が多いですので本当に草との戦いというのが年中

つきものなんですけれども、農業委員会でですね、このような防草のためのいろ

んな技術や知恵を出すような、農業技術を発展させるような場を持っていただき、

より一層この白川町が環境と人にやさしい農業を進めていくんだということのた
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めの、そんなような場を持っていただきたいなと思いますが、それについてはい

かがでしょうか。 

○ 議  長  はい、農林課長。  

○ 農林課長    農業委員会でというご提案をいただきましたけれども、農業委員会は基本的に

は農地法に基づきまして、農地の適正化と有効利用ということで活動をしてい

くことになります。 

除草の方法については、やはり専門的な知識もいると思いますので、県の普

及センター等のお力を借りながら検討していきたいというふうに考えておりま

す。 

○ 議  長  はい。 

○ ４  番  私が今申し上げましたのは、県の普及センターではそういう研究として上がっ

てきたようなことも勿論指導していただくことは勿論なことなんですけども、

やはり私たちの町には、集落営農で一生懸命農業をやってみえる方々もおり、

または有機農業をやって、無農薬とか化学肥料を追及している方もおり、また

家庭での自給のためにいる方もおり、やっぱり農業に対してとても愛着のある

方々です。そういった方々を、やっぱり一緒になってこういう除草の方法を知

恵を絞りあう、または教え合っこするというようなことで、農薬に頼らないよ

うな、尐しでも楽になる省力の防草についての知恵を出すような、白川町のそ

れも荒廃地の場所を利用するための大事な仕事ではないかと思いまして、農業

委員会ではなくても、たとえば農業振興会のような組織で技術向上を話し合う

とか、そういった面についての振興という面でも具体的に進めていただきたい

と思いますがいかがでしょうか。 

○ 議  長  農林課長。  

○ 農林課長  今、農業委員会ではなくてというお話もありましたけども、とりあえずは今の

農業委員会とかそういったところで検討するというよりも、いろんな農業者の

話し合いの中で、そういう情報交換を通してその中でそういったことが広まっ

ていくという形であれば、そういった情報交換の場を通じてそうしたことが広

がっていけばいいかなというふうに考えますので、もしそういう場でそういう

お話がでた時には話を聞くようにはしていきたいと考えています。 

○ 議  長  はい。町長。 

○ 町  長  この問題あるいはネオニコチノイドの問題も同じような事でございますけども、

その中で今農業をやっておみえになる方たちと対立をするんではなくて、共存

する場というのは絶対必要でございます。そういう意味合いにおきまして、集

落営農組織等もございますし、そうした中での各営農組合ごとの勉強会という

のも当然やってお見えになりますので、そういった中での情報提供をしながら、
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決して対立という方向には持っていきたくないというふうに思っていますので、

ご理解をいただきたいと思っております。 

○ 議  長  はい。 

○ ４  番  私も対立という言葉は一度も言ったことはありませんし、むしろ一緒になって

尐しでも減農薬を進める、実はゆうきハートネットというグループがあります

が、そこがなぜ地元の方も一緒になってやったかというのは、農薬を減らすこ

とで省力とそれから経費の削減ができる。そしてまた丈夫な稲も作れるんだっ

ていうところに最初の目的があったからなんです。最初から無農薬っていうの

をやるよりは、今の持ってる技術を利用して、減農薬していく、尐しでも良い

おいしい安全な物を作っていくことについては一緒だと思いますので、ですか

らより一層共存というんですか、一緒に知恵を出し合う場を持っていただきた

い。それはやっぱり今白川町で農業の発展を進めるためにはとっても大事なテ

ーブルだと思いますので、そういうテーブルを年に１回でもとにかく持って頂

くように、環境と人を守る農業について話し合いの場を持って頂くようにお願

いしたいですが、いかがですか。 

○ 議  長  町長。 

○ 町  長  今、服部議員さんのおっしゃることも、多分集落営農の皆さんの思いも一緒で

すけども、先ほど対立という言葉を使わしてもらいましたんですが、服部議員

さんは対立というふうに思っておみえになりませんだろうと思いますけども、

例えば今回グリホサホートを使わないというようなことをこちらから申しあげ

ますと、どうしてもこれは対立になってしまうということです。じゃあグリホ

サホートを使わなくてもいいような物の提案をしていくというのが大事なこと

だというふうに思ってます。そういった場を設けるということは必要だという

ふうに認識しております。 

○ 議  長  はい。 

○ ４  番  ありがとうございます。そういうものを使わないでも、でも仕方なく使う場合

は基準を守ってですし、そういうものを使わないでいく人と環境にやさしいそ

ういったものをアピールできるような白川町の農業を進めていただきたいと思

いますが、再度そういう点について進めていきたいと思いますが、１回くらい

は会議を持つということでお聞きしたいですが、よろしいですか。 

○ 議  長  はい。  

○ 農林課長  必ずその会議を開きますとか、今ここで明確にお答えするわけではありません

けれども、先ほどもありましたけど、いろんな会議ですとかいろんな団体の中

で、情報交換の中でそうしたことについても話が出来るような環境が作れれば

というふうに考えています。 
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○ 議  長  いいですか。 

        服部圭子君の質問を終ります。 

        ここで暫時休憩します。（午後２時１８分） 

○ 議  長  再開します。（午後２時１８分） 

◇日程第３ 議第２号 平成３１年度白川町一般会計予算 

       議第３号 平成３１年度白川町国民健康保険特別会計予算 

       議第４号 平成３１年度白川町簡易水道特別会計予算 

       議第５号 平成３１年度白川町地域振興券交付事業特別会計予算 

       議第６号 平成３１年度白川町介護保険特別会計予算 

       議第７号 平成３１年度白川町後期高齢者医療特別会計予算 

○ 議  長  日程第３ 議第２号「平成３１年度白川町一般会計予算」、議第３号「平成３

１年度白川町国民健康保険特別会計予算」、議第４号「平成３１年度白川町簡易

水道特別会計予算」、議第５号「平成３１年度白川町地域振興券交付事業特別会

計予算」、議第６号「平成３１年度白川町介護保険特別会計予算」、議第７

号「平成３１年度白川町後期高齢者医療特別会計予算」、以上６件を一括議題と

します。 

○ 議  長  お諮りします。 

 本件については、議案の補足説明を省略し、直ちに予算審査常任委員会に付託

して審査することにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○ 議  長  ご異議なしと認めます。よって、予算審査常任委員会に付託することに決しま

した。 

○ 議  長  お諮りします。 

 白川町議会会議規則第４６条第１項の規定により、委員会審査を３月１３日ま

でに終わるよう期限を付したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○ 議  長  ご異議なしと認めます。よって、審査期限は３月１３日までとすることに決し

ました。 

○ 議  長  お諮りします。 

 本日の会議は、この程度にとどめ、延会したいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○ 議  長  ご異議なしと認めます。よって、本日はこれをもって延会することに決しまし

た。 

○ 議  長  お諮りします。 



６２ 

 ９日、１０日は土曜日及び日曜日のため、１１日から１３日は委員会審査のた

め、１４日は議事の都合のため、白川町議会会議規則第１０条第１項及び第２項

の規定により、休会としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○ 議  長  ご異議なしと認めます。よって、９日から１４日までの６日間は、休会するこ

とに決しました。 

○ 議  長  ただいま決定しましたとおり、本日はこれをもって延会し、明日９日から１４

日までは休会となります。したがって、３月１５日午後３時から本議場において

会議を開き、委員長の報告を求めます。 

 どうもご苦労さまでした。 

（午後２時２０分 延会） 
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